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第5節 水質 

事業実施区域及びその周辺には、日光川及び野府川等の公共用水域が存在するため、工事の実施

（切土工等又は既存の工作物の除去、工事施工ヤードの設置及び工事用道路等の設置）に係る水質

（水の濁り）への影響が考えられることから、水質の調査、予測及び評価を行いました。 

 

5.1  切土工等又は既存の工作物の除去、工事施工ヤードの設置及び工事用道路等の設置に係る水の

濁り 

 

1） 調査 

（1） 調査の手法 

① 調査した情報 

a） 水質の状況（浮遊物質量の濃度、濁度） 

浮遊物質量(SS)及び濁度を調査しました。 

 

b） 水象の状況（河川の流量、流向及び流速） 

河川の流量、流向及び流速を調査しました。 

 

② 調査の手法 

調査は現地調査により行いました。 

現地調査は、水質の状況（浮遊物質量の濃度、濁度）及び水象の状況(河川の流量、流向及び流

速)について、表 11-5-1 に示す手法により実施しました。 

 

 

表 11-5-1 現地調査の手法 

項目 調査手法 

水質 

浮遊物質量の濃度 
「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和 46 年 12

月 28 日環境庁告示第 59 号）に規定される測定方法 

濁度 「JIS K 0101 9.4」に規定される測定方法 

水象 流量、流向及び流速 

「水質調査方法」（昭和 46 年 9 月 30 日各都道府県知

事・政令市長あて環境庁水質保全局長通達）等に規定

される測定方法 
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③ 調査地域 

調査地域は、事業実施区域における公共用水域において、切土工等又は既存の工作物の除去、工

事施工ヤードの設置及び工事用道路等の設置を予定している水域としました。 

 

④ 調査地点 

調査地点は、調査地域において水質の状況及び水象の状況を適切に把握できる地点としました。 

調査地点を表 11-5-2 及び図 11-5-1 に示します。 

 

 

表 11-5-2 調査地点 

No. 調査地点 

1 千間堀川 

2 縁葉川 

3 大江川 

4 日光川 

5 高田川 

6 野府川 
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図 11-5-1 水質・水象の調査地域・調査地点位置図 
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⑤ 調査時期等 

調査時期等は、水質の状況及び水象の状況を適切に把握できる期間及び頻度として、毎月 1回の

計 12 回としました。 

調査時期を、表 11-5-3 に示します。 

 

表 11-5-3 調査時期 

調査区分等 項目 調査時期 

現地調査 

水質 
浮遊物質量の濃度 

濁度 

平水時：平成 30 年 10 月 31 日 

平成 30 年 11 月 27 日 

平成 30 年 12 月 22 日 

平成 31 年 1 月 22 日 

平成 31 年 2 月 21 日 

平成 31 年 3 月 6 日 

平成 31 年 4 月 26 日 

令和 元年 5 月 17 日 

令和 元年 6 月 20 日 

令和 元年 7 月 24 日 

令和 元年 8 月 6 日 

令和 元年 9 月 12 日 

水象 流量、流向及び流速 
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（2） 調査の結果 

a） 水質の状況 

水質の状況の調査結果を表 11-5-4 及び表 11-5-5 に示します。 

浮遊物質量は千間堀川で 1～34 mg/L、縁葉川で 1～9 mg/L、大江川で 2～25 mg/L、日光川で 1

未満～7 mg/L、高田川で 1未満～14 mg/L、野府川で 1未満～13 mg/L の範囲にありました。 

濁度は千間堀川で 3.5～17 度、縁葉川で 1.4～9.8 度、大江川で 3.4～16 度、日光川で 0.6～5.8

度、高田川で 1.8～9.1 度、野府川で 2.3～6.9 度の範囲にありました。 

 

表 11-5-4 調査結果（浮遊物質量の濃度） 

[単位：mg/L] 

No. 1 2 3 4 5 6 

調査地点 千間堀川 縁葉川 大江川 日光川 高田川 野府川 

環境基準類型 無指定 無指定 無指定 類型 D 無指定 無指定 

環境基準 - - - 100mg/L 以下 - - 

10 月 9 3 6 2 2 2 

11 月 16 2 8 1 未満 1 9 

12 月 2 1 2 1 未満 1 未満 6 

1 月 1 6 3 1 未満 2 4 

2 月 2 3 4 1 4 2 

3 月 2 3 3 1 未満 1 未満 1 未満 

4 月 34 9 25 7 5 12 

5 月 10 4 11 2 5 4 

6 月 14 6 6 4 4 10 

7 月 18 2 8 5 14 13 

8 月 11 3 8 5 10 11 

9 月 8 3 4 3 7 13 

 

 

表 11-5-5 調査結果（濁度） 

[単位：度] 

No. 1 2 3 4 5 6 

調査地点 千間堀川 縁葉川 大江川 日光川 高田川 野府川 

10 月 5.3 4.3 4.2 1.7 3.3 2.8 

11 月 8.9 2.8 6.6 0.6 1.8 5.1 

12 月 3.9 1.4 3.4 1.0 2.1 2.5 

1 月 3.8 9.8 4.4 1.1 6.5 4.6 

2 月 3.5 3.8 6.6 1.4 9.1 2.8 

3 月 4.1 6.6 6.4 0.9 2.0 2.3 

4 月 17 7.4 16 5.8 4.2 6.3 

5 月 6.9 4.1 5.3 3.0 4.0 4.7 

6 月 8.9 5.8 6.0 3.0 5.6 5.7 

7 月 5.6 2.6 6.3 5.2 8.5 6.9 

8 月 7.4 3.1 4.9 3.8 6.4 6.3 

9 月 4.6 3.9 4.7 3.0 6.3 4.1 
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b） 水象の状況 

水象の状況の調査結果を表 11-5-6 及び表 11-5-7 に示します。 

平均流速は、千間堀川で 0.110～0.303 m/s、縁葉川で 0.082～0.384 m/s、大江川で 0.169～0.565 

m/s、日光川で 0.077～0.262 m/s、高田川で 0.098～0.454 m/s、野府川で 0.145～0.357 m/s の範

囲にありました。 

流量は、千間堀川で 8.98～28.12 m3/min、縁葉川で 0.34～9.83m3/min、大江川で 12.61～171.54 

m3/min、日光川で 3.69～32.98 m3/min、高田川で 0.38～10.22 m3/min、野府川で 3.72～31.52 m3/min

の範囲にありました。 

 

表 11-5-6 調査結果（流向及び平均流速） 

No. 1 2 3 4 5 6 

調査地点 千間堀川 縁葉川 大江川 日光川 高田川 野府川 

項目 流向 
平均 
流速 
(m/s) 

流向 
平均 
流速 
(m/s) 

流向 
平均 
流速 
(m/s) 

流向 
平均 
流速 
(m/s) 

流向 
平均 
流速 
(m/s) 

流向 
平均 
流速 
(m/s) 

10 月 順流 0.113 順流 0.082 順流 0.169 順流 0.077 順流 0.098 順流 0.158 

11 月 順流 0.112 順流 0.158 順流 0.197 順流 0.138 順流 0.127 順流 0.163 

12 月 順流 0.120 順流 0.100 順流 0.185 順流 0.106 順流 0.128 順流 0.148 

1 月 順流 0.110 順流 0.190 順流 0.195 順流 0.142 順流 0.137 順流 0.170 

2 月 順流 0.120 順流 0.211 順流 0.199 順流 0.148 順流 0.179 順流 0.153 

3 月 順流 0.124 順流 0.378 順流 0.227 順流 0.143 順流 0.171 順流 0.168 

4 月 順流 0.165 順流 0.199 順流 0.467 順流 0.125 順流 0.453 順流 0.325 

5 月 順流 0.162 順流 0.384 順流 0.565 順流 0.160 順流 0.454 順流 0.357 

6 月 順流 0.254 順流 0.272 順流 0.412 順流 0.205 順流 0.338 順流 0.270 

7 月 順流 0.303 順流 0.214 順流 0.470 順流 0.262 順流 0.322 順流 0.274 

8 月 順流 0.249 順流 0.174 順流 0.269 順流 0.166 順流 0.427 順流 0.224 

9 月 順流 0.142 順流 0.280 順流 0.241 順流 0.198 順流 0.352 順流 0.145 

 

 

表 11-5-7 現地調査結果（流量） 

[単位：㎥/min] 

No. 1 2 3 4 5 6 

調査地点 千間堀川 縁葉川 大江川 日光川 高田川 野府川 

10 月 10.39 0.34 21.20 3.69 0.38 7.10 

11 月 9.97 0.62 23.26 6.21 0.65 6.75 

12 月 10.29 0.93 19.86 7.15 0.49 4.63 

1 月 8.98 0.57 17.42 9.60 0.78 4.54 

2 月 9.96 0.52 12.61 10.29 0.76 3.72 

3 月 10.78 1.66 15.69 9.59 0.96 4.43 

4 月 11.72 3.31 23.72 11.59 10.01 20.62 

5 月 9.89 9.83 39.27 13.12 8.92 24.86 

6 月 20.00 5.32 113.52 18.31 7.92 20.89 

7 月 28.12 3.12 171.54 32.98 4.53 30.43 

8 月 25.28 2.82 84.48 16.95 10.22 31.52 

9 月 26.20 5.36 92.04 20.72 7.33 12.68 
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2） 予測 

（1） 予測の手法 

① 予測手法 

切土工等又は既存の工作物の除去、工事施工ヤードの設置及び工事用道路等の設置に係る水質

の予測は、工事計画を基に、類似事例を用いて推定する方法により、切土工等又は既存の工作物の

除去、工事施工ヤードの設置及び工事用道路等の設置に伴い発生する水の濁りの程度を把握しま

した。 

 

② 予測地域 

予測地域は、事業実施区域における公共用水域において、切土工等又は既存の工作物の除去、工

事施工ヤードの設置及び工事用道路等の設置を予定している水域としました。 

 

③ 予測地点 

予測地点は、切土工等又は既存の工作物の除去、工事施工ヤードの設置及び工事用道路等の設置

に係る水の濁りの影響を受ける水域の範囲としました。 

 

④ 予測対象時期等 

切土工等又は既存の工作物の除去、工事施工ヤードの設置及び工事用道路等の設置に係る水の

濁りの環境影響が最大になると予想される時期としました。 

 

 

（2） 予測の結果 

工事の実施に伴う裸地等の表土から、降雨等により濁水が発生する可能性が考えられますが、対

象道路は、国道 22 号上に全線高架形式で整備するため、概ね既存道路の敷地内で工事を実施する

計画となっているとともに、工事用車両の運行ルートは、国道 22 号及び高速道路等の既存の幹線

道路を極力利用する計画とし、地形の改変による裸地等の発生を極力抑えられていることから、水

の濁りの影響は極めて小さいと予測されます。 
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3） 環境保全措置の検討 

（1） 環境保全措置の検討の状況 

予測の結果、切土工等又は既存の工作物の除去、工事施工ヤードの設置及び工事用道路等の設置

に係る水質の影響は極めて小さいと予測されたことから、環境保全措置の検討は行わないことと

しました。 

 

 

4） 評価 

（1） 評価の手法 

① 回避又は低減に係る評価 

切土工等又は既存の工作物の除去、工事施工ヤードの設置及び工事用道路等の設置に係る水質

に関する影響が、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されており、必

要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされているかどうかについて、

見解を明らかにすることにより行いました。 

 

 

（2） 評価の結果 

① 回避又は低減に係る評価 

対象道路は、概ね国道 22 号上に整備されるため、概ね既存道路の敷地内で工事を実施すること

で、地形改変による裸地等の発生を抑えるとともに、工事用車両の運行ルートは、集落や市街地に

おける生活道路の通過を避け、既存の幹線道路を極力利用する計画としています。 

また、予測の結果、工事による水の濁りの影響は極めて小さいと予測されました。 

なお、工事排水の処理方法等については、事業実施段階において、周辺の公共用水域における水

質基準が維持されるように、河川の状況等を調査・検討の上、関係機関と協議し、関係法令等に基

づき適切に対応します。 

これらのことから、切土工等又は既存の工作物の除去、工事施工ヤードの設置及び工事用道路等

の設置に係る水の濁りに関する影響は、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避又は低

減されていると評価します。 
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第6節  日照阻害 

事業実施区域及びその周辺には、住居等が存在し、かつ対象道路は嵩上式（高架構造）で計画し

ているため、土地又は工作物の存在及び供用（道路（嵩上式）の存在）に係る日照阻害の影響が考

えられることから、日照阻害の調査、予測及び評価を行いました。 

 

6.1  道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害 

 

1） 調査 

（1） 調査の手法 

① 調査すべき情報 

a） 土地利用の状況 

住居等の立地状況を調査しました。 

b） 地形の状況 

住居等の立地する土地の高さや傾斜、著しい日影の影響を及ぼす地形の位置を調査しました。 

 

② 調査手法 

調査は、既存資料調査及び現地調査（現地踏査による目視確認）により行いました。 

既存資料を表 11-6-1 に示します。 

なお、住宅地図については、個人名等が記載されているため、図示していません。 

 

表 11-6-1 既存資料一覧 

資料名 発行年 発行元 

ゼンリン住宅地図 令和 2年 9月 株式会社ゼンリン 

 

 

③ 調査地域 

調査地域は、日照阻害に係る環境影響を受けるおそれがある範囲において住居等が立地する、あ

るいは将来の立地が見込まれる地域（冬至日の午前 8 時から午後 4 時までの間に日影が生じる範

囲を含む地域）としました。 

 

 

④ 調査期間等 

現地調査（現地踏査）は、土地利用の状況及び地形の状況を適切に把握できる時期とし、令和 4

年 2月 22 日に実施しました。 
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（2） 調査の結果 

① 土地利用の状況 

調査地域の土地利用の状況は「第 4章 第 1節 2.2 土地利用の状況」に示すとおりです。 

 

a） 住居等配慮すべき施設の立地状況 

調査地域には、住居等の保全対象が、対象道路（嵩上式）の沿道に立地しています。対象道路に

最も近接する保全対象は、対象道路から約 8m 離れた場所に位置しています。 

 

 

b） 周辺地域における著しい日影の影響を及ぼす中高層建築物の位置 

調査地域には、対象道路（嵩上式）以外に著しい日影の影響を及ぼす中高層建築物は存在しませ

ん。 

 

 

② 地形の状況 

a） 住居等の立地する土地の高さ、傾斜等 

調査地域は、標高約 10m 程度の概ね平坦な地形です。 

 

b） 周辺地域における著しい日影の影響を及ぼす地形の位置 

調査地域には、周辺地域における著しい日影の影響を及ぼす地形は存在しません。 
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2） 予測 

（1） 予測の手法 

① 予測手法 

道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害の予測は、「道路環境影響評価の技術手法」に基づき、太

陽高度・方位及び高架構造物の方位・高さ等から、1時間ごとの等時間の日影線の範囲を計算して

求め、等時間日影図を作成することにより行いました。 

道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害の予測手順を図 11-6-1 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11-6-1 日照阻害の予測手順 

 

  

高架構造物の高さ
道路延長方向に垂直な
方向が北からなす角度

緯度・太陽の赤緯・時角

各時刻における高架構造物による日影線

太陽高度・太陽の方位角

等時間日影線
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日影図作成のための予測式は次式を用いました。 

 

 

)cos(cot   ZH  

 

ここで、 

 ：高架構造物の道路延長方向に垂直な方向における高架構造物の端から日影線までの

水平距離（m） 

H  ：高架構造物の高さ（m）（高架構造物に遮音壁等が設置される場合にはその天端の高

さ、設置されない場合には高欄の高さ） 

Z  ：太陽高度（°） 

  ：太陽の方位角（°） 

  ：高架構造物の道路延長方向に垂直な方向が北からなす角度（高架構造物の延長方向

が西からなす角度）（°）（右まわりを正とします。） 

 

なお、 Z  及び   は以下の式により求めました。 

 

   tZ coscoscossinsinsin    

   



coscos

sinsinsin
cos





Z

Z
 

 

ここで、 

  ：予測位置の緯度（°） 

  ：太陽の赤緯（°）（冬至における値は、-23°27′） 

t   ：時角（°）（1時間について15°の割合で、真太陽時における12時を中心にとった値

です。午前は負、午後は正となります。） 
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② 予測地域 

予測地域は、土地利用及び地形の特性を踏まえて日照阻害に係る環境影響を受けるおそれがあ

ると認められる地域としました。 

 

 

③ 予測地点 

予測地点は、予測地域内にあって、高架構造物の沿道状況、高架構造物と周辺地盤との高低差の

程度を勘案し、日影状況の変化の程度を的確に把握できる地点とし、住居等が存在する位置の 2階

高さ（地上 4.0m）としました。 

予測地点を表 11-6-2 及び図 11-6-2 に示します。 

 

 

表 11-6-2 予測地点 

番号 予測地点 位置 用途地域 

保全対象の位置（m） 

道路敷地境界 

からの距離 

名岐道路 

からの距離 

1 一宮市浅野長池 
西側 準工業地域 0.5 8.4 

東側 市街化調整区域 52.8 61.0 

2 
一宮市朝日 2丁目・ 

一宮市赤見 3丁目 

西側 準工業地域 14.3 22.8 

東側 準工業地域 1.5 10.0 

3 
一宮市高畑町 2丁目・ 

一宮市東島町 2丁目 

西側 準工業地域 0.5 8.1 

東側 準工業地域 4.0 11.5 

4 一宮市佐千原梅坪 
西側 市街化調整区域 2.0 8.8 

東側 市街化調整区域 1.0 10.2 

5 一宮市大毛八幡 南西側 市街化調整区域 0.5 11.5 

 

 

 

④ 予測対象時期等 

予測対象時期等は、道路（嵩上式：高架構造）の設置が完了する時期の冬至日とし、予測の対象

とする時間帯は、午前 8時から午後 4時としました。 
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図 11-6-2 日照阻害の予測地点 
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⑤ 予測条件 

予測条件を表 11-6-3 に示します。なお、「第 11 章 第 2節 2.3 自動車の走行に係る騒音」の環

境保全措置として実施する遮音壁の設置を考慮し予測を行いました。 

また、すべての予測地点において、地形による日影の影響はありません。 

 

 

表 11-6-3 予測条件 

番

号 
予測地点 緯度・経度 位置 

地盤高 

（m） 

名岐道路 
計画高 
（m） 

名岐道路から 
道路敷地境界 
までの距離 

（m） 

1 一宮市浅野長池 
北緯 35 度 17 分 22 秒 

東経 136 度 49 分 43 秒 

西側 7.7 23.2 7.9 

東側 7.9 23.2 8.2 

2 
一宮市朝日 2丁目・ 

一宮市赤見 3丁目 

北緯 35 度 18 分 28 秒 

東経 136 度 49 分 12 秒 

西側 9.7 25.9 8.5 

東側 9.8 25.9 8.5 

3 
一宮市高畑町2丁目・ 

一宮市東島町 2丁目 

北緯 35 度 19 分 6 秒 

東経 136 度 48 分 44 秒 

西側 10.2 27.2 7.6 

東側 10.2 27.2 7.5 

4 一宮市佐千原梅坪 
北緯 35 度 19 分 43 秒 

東経 136 度 48 分 18 秒 

西側 8.4 26.9 8.8 

東側 9.2 26.9 10.2 

5 一宮市大毛八幡 
北緯 35 度 20 分 22 秒 

東経 136 度 47 分 51 秒 
南西側 10.4 28.0 11.0 

注）名岐道路計画高は、「路面高＋壁高欄（1m）」を考慮した高さとしました。なお、予測地点番号1における名岐道路

本線南行については、計画高に遮音壁（既設）を考慮した予測を行いました。 
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（2） 予測の結果 

道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害の予測結果を表 11-6-4 に、等時間日影線図を図 11-6-3(1)

～(5)に示します。 

予測の結果、高架構造物設置後の日影時間は、住居が存在する位置の 2 階（地上 4.0m）におい

て、1時間未満から 5時間未満と予測されます。 

また、最大となる日影時間は 5 時間未満であり、「参考となる値」※である 5 時間を超過する新

たな日影は生じないと予測されます。 

※「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等に係る費用負担について」（昭和 51 年建設省

計用発第 4 号）を参考に、予測地域の用途地域が第 1 種住居地域、準住居地域、商業地域、準工

業地域、工業地域であること、及びこれらの地域に隣接する市街化調整区域であることを踏まえ、

2階高さにおける 5時間としました。 

 

 

表 11-6-4 日照阻害の予測結果 

番

号 
予測地点 予測高さ 

予測結果 

参考となる値注2） 高架構造物設置後 

の日影時間注1） 

1 一宮市浅野長池 
西側 2 階(地上 4.0m) 2 時間未満 

2 階で 5時間 

東側 2 階(地上 4.0m) 1 時間未満 

2 
一宮市朝日 2丁目・ 

一宮市赤見 3丁目 

西側 2 階(地上 4.0m) 1 時間未満 

東側 2 階(地上 4.0m) 4 時間未満 

3 
一宮市高畑町 2丁目・ 

一宮市東島町 2丁目 

西側 2 階(地上 4.0m) 1 時間未満 

東側 2 階(地上 4.0m) 5 時間未満 

4 一宮市佐千原梅坪 
西側 2 階(地上 4.0m) 1 時間未満 

東側 2 階(地上 4.0m) 4 時間未満 

5 一宮市大毛八幡 南西側 2 階(地上 4.0m) 1 時間未満 

注 1）名岐道路の高架構造物に最も近接する住居位置における日影時間を示します。 

注 2）参考となる値は、「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等に係る費用負担について」（昭和 51

年建設省計用発第 4号）に示されている、第 1種住居地域等における日陰時間の 5時間としました。 
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図 11-6-3（1） 日照阻害の予測結果（等時間日影線図：予測地点 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11-6-3（2） 日照阻害の予測結果（等時間日影線図：予測地点 2） 
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図 11-6-3（3） 日照阻害の予測結果（等時間日影線図：予測地点 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11-6-3（4） 日照阻害の予測結果（等時間日影線図：予測地点 4）  
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注）南西側における高架構造物設置後の日影時間は、1時間未満です。 

図 11-6-3（5） 日照阻害の予測結果（等時間日影線図：予測地点 5） 
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3） 環境保全措置の検討 

（1） 環境保全措置の検討の状況 

予測の結果、道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害に関する影響については、「参考となる値」

(2 階で 5時間)を超過する新たな日影は生じないと予測されることから、環境保全措置の検討は行

わないこととしました。 

 

 

4） 評価 

（1） 評価の手法 

① 回避又は低減に係る評価 

道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害に関する影響が、事業者により実行可能な範囲内でできる

限り回避され、又は低減されており、必要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が

適正になされているかどうかについて、見解を明らかにすることにより行いました。 

 

 

（2） 評価の結果 

① 回避又は低減に係る評価 

対象道路は、概ね国道 22 号上に整備されるため、環境影響を国道 22 号沿道から極力広げない計画

としています。 

また、予測の結果、対象道路周辺の住居が存在する位置において「参考となる値」(2 階で 5時間)

を超過する新たな日影は生じないと予測されました。 

これらのことから、道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害に関する影響は、事業者により実行可能

な範囲内でできる限り回避又は低減されていると評価します。 
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第7節  動物 

事業実施区域及びその周辺には、重要な種の生息環境が存在するため、工事の実施（工事施工ヤ

ードの設置、工事用道路等の設置）及び土地又は工作物の存在及び供用（道路（地表式又は掘割式、

嵩上式）の存在注）に係る動物（重要な種）への影響が考えられることから、動物の調査、予測及

び評価を行いました。 

 

注）対象道路の主な道路構造は、嵩上式（高架構造）で計画し、ランプ部の一部は地表式で計画しています。 

 

7.1  工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在に係

る動物 

 

1） 調査 

（1） 調査の手法 

① 調査した情報 

a） 動物相の状況 

動物相(哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、魚類、昆虫類、陸産貝類、底生動物)の状況について調

査しました。 

 

b） 重要な種等の状況 

重要な種等の状況（重要な種等の生態、重要な種等の分布及び生息の状況、重要な種等の生息環

境の状況）について調査しました。 

 

② 調査の手法 

調査は、既存資料調査及び現地調査により行いました。調査手法は以下のとおりです。 

 

a） 動物相の状況 

動物相の状況の調査は、表 11-7-1 に示す手法により現地調査を実施しました。 
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表 11-7-1 現地調査の手法 

項目 調査手法 調査手法の解説 

哺乳類 

目撃法 調査地域を任意に踏査し、目視等により生息種の確認・記録を行った。 

フィールド 

サイン法 

調査地域を任意に踏査し、糞、足跡、食痕、爪痕、営巣の跡等を目視で確認し、

生息種の確認・記録を行った。 

トラップに 

よる捕獲 

調査地域に、主にネズミ等の小型哺乳類を対象に、生け捕り用罠（シャーマン

トラップ）等を設置し、捕獲することにより生息種の確認・記録を行った。 

鳥 類 

直接観察 
調査地域を任意に踏査し、目視又は鳴き声等により生息種の確認・記録を行

った。 

ライン 

センサス法 

調査地域に調査ルートを設定し、一定速度で歩きながら、一定範囲内におい

て出現した鳥類を目視や鳴き声により生息種の確認・記録を行った。 

定点観察法 
調査地域の見通しがきく場所等に観察地点を定め、そこからの観察により生

息種の確認・記録を行った。 

爬虫類 直接観察 調査地域を任意に踏査し、目視等により生息種の確認・記録を行った。 

両生類 直接観察 
調査地域を任意に踏査し、目視又は鳴き声により生息種の確認・記録を行っ

た。 

魚類 
直接観察 

及び採取 

調査地域の主要な河川において、投網、タモ網、セルびん、刺し網、かご罠

等を用いて採取することにより生息種の確認・記録を行った。 

昆虫類 

直接観察 

及び採取 

調査地域を任意に踏査し、見つけ採り、スウィーピング、ビーティング等に

よる任意採集により生息種の確認・記録を行った。 

ライト 

トラップ法 

調査地域に設定した地点において、夜間に光源を置き、これに集まる種（主

にガ類、コウチュウ類等の走光性昆虫）を採集することにより生息種の確

認・記録を行った。 

ベイト 

トラップ法 

調査地域の複数の地点において、誘因餌（ベイト）を入れたプラスチックカ

ップを地中に埋めて一晩放置し、翌日誘引された種（主にオサムシ類、ゴミ

ムシ類、アリ類等の地表徘徊性昆虫）を採集することにより生息種の確認・

記録を行った。 

底生動物 
直接観察 

及び採取 

調査地域の主要な河川において、タモ網等を用いて採取することにより生息

種の確認・記録を行った。 

陸産貝類 
直接観察 

及び採取 
調査地域を任意に踏査し、目視等により生息種の確認・記録を行った。 
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b） 重要な種等の状況 

（a）重要な種等の生態 

重要な種等の生態については、表 11-7-2に示す図鑑、その他の資料の収集により整理しました。 

 

表 11-7-2 既存資料一覧 

資料名 
発行年 

（閲覧年月） 
発行元 

レッドデータブック 2014－日本の絶滅のおそれ

のある野生動物 

平成 26 年 9月 

平成 27 年 2月 
(株)ぎょうせい 

環境省レッドリスト 2017 補遺資料 平成 29 年 10 月 
環境省自然環境局野生生物課 

希少種保全推進室 

愛知県の絶滅のおそれのある野生生物 

レッドデータブックあいち 2020－動物編－ 
令和 2年 3月 

愛知県環境局環境政策部 

自然環境課 

愛知県の絶滅のおそれのある野生生物 

レッドデータブックあいち 2009－動物編－ 
平成 21 年 3月 

愛知県環境局環境政策部 

自然環境課 

名古屋市の絶滅のおそれのある野生生物 

レッドデータブックなごや 2015－動物編－ 
平成 27 年 4月 

名古屋市環境局環境企画部 

環境活動推進課 

滋賀県で大切にすべき野生生物 

滋賀県レッドデータブック 2020 年版 
令和 3年 3月 滋賀県自然環境保全課 

石川県の絶滅のおそれのある野生生物 

いしかわレッドデータブック 2020 動物編 
令和 2年 3月 

石川県生活環境部 

自然環境課 

岡山県版レッドデータブック 2020 動物編 令和 2年 3月 
岡山県環境文化部 

自然環境課 

山渓カラー名鑑 日本の野鳥 昭和 60 年 9月 (株)山と渓谷社 

原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞ 平成 7年 2月 (株)保育社 

原色日本昆虫図鑑(上)・甲虫編 昭和 31 年 2月 (株)保育社 

日本産蛾類大図鑑 第 1巻：解説編 昭和 57 年 9月 (株)講談社 

原色日本トンボ幼虫・成虫大図鑑 平成 11 年 7月 
北海道大学 

図書刊行会 

川の生物図典 平成 8年 4月 (株)山海堂 
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（b）重要な種等の分布及び生息の状況、重要な種等の生息環境の状況 

重要な種等の分布及び生息の状況、重要な種等の生息環境の状況については、表 11-7-3 に示す

選定基準に該当する種について、「a）動物相の状況」の調査と併せて行いました。 

 

表 11-7-3 重要な動物の選定基準 

番号 文献及び法律名等 選定基準となる区分 

① 
｢文化財保護法｣（昭和 25年法律第

214 号） 

国特：国指定特別天然記念物 

国天：国指定天然記念物 

② 

｢絶滅のおそれのある野生動植物の種

の保存に関する法律｣（平成 4年法律

第 75 号） 

国際：国際希少野生動植物種 

国内：国内希少野生動植物種 

緊急：緊急指定種 

③ 

「自然環境の保全及び緑化の推進に

関する条例」（昭和 48 年愛知県条例

第 3号） 

指定：指定希少野生動植物種 

④ 

「環境省レッドリスト 2020」（令和

2年 3月 27 日、環境省報道発表資

料） 

EX：絶滅（我が国ではすでに絶滅したと考えられる種） 

EW：野生絶滅（飼育・栽培下あるいは自然分布域の明ら

かに外側で野生化した状態でのみ存続している種） 

CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類（絶滅の危機に瀕している種） 

CR：絶滅危惧ⅠA類（ごく近い将来における絶滅の危険性

が極めて高い種） 

EN：絶滅危惧ⅠB類（ⅠA類ほどではないが、近い将来に

おける絶滅の危険性が高い種） 

VU：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

NT：準絶滅危惧（現時点では絶滅危険度は小さいが、生

息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可

能性のある種） 

DD：情報不足（評価するだけの情報が不足している種） 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群（地域的に孤立して

おり、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群） 

⑤ 
「レッドリストあいち 2020」(令和 2

年 3月、愛知県) 

EX：絶滅（愛知県ではすでに絶滅したと考えられる種） 

EW：野生絶滅（野生では絶滅し、飼育・栽培下でのみ存

続している種） 

CR：絶滅危惧 IA 類（ごく近い将来における野生での絶滅

の危険性が極めて高い種） 

EN：絶滅危惧 IB 類（ⅠＡ類ほどではないが、近い将来に

おける野生での絶滅の危険性が高い種） 

VU：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種） 

NT：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種） 

DD：情報不足（「絶滅」「絶滅危惧」「準絶滅危惧」の

いずれかに該当する可能性が高いが、評価するだけ

の情報が不足している種） 

LP：地域個体群（その種の国内における生息状況に鑑

み、愛知県において特に保全のための配慮が必要と

考えられる特徴的な個体群） 
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③ 調査地域 

調査地域は、事業実施区域及びその周辺としました。 

調査地域を図 11-7-1～図 11-7-6 に示します。 

 

④ 調査地点 

調査地点及び調査ルートは、調査対象動物の生態的な特性、周辺の地形状況、植生の連続性を踏

まえ、調査地域に生息する動物を効率よく把握できる場所を設定しました。 

調査地点及び調査ルートを図 11-7-1～図 11-7-6 に示します。 
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図 11-7-1 哺乳類調査位置図  
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図 11-7-2 鳥類調査位置図 
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図 11-7-3 爬虫類・両生類調査位置図 
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図 11-7-4 魚類・底生動物調査位置図 
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図 11-7-5 昆虫類調査位置図 
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図 11-7-6 陸産貝類調査位置図 
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⑤ 調査期間及び時期 

調査期間は、平成 31 年 2 月～令和 3 年 8 月までとしました。調査時期等は、春・夏・秋・冬季

を基本とし、調査対象となる動物の生態的な特性を考慮し、効率よく確認できる時期としました。 

各項目の調査時期は、表 11-7-4(1)～(2)に示すとおりです。 

 

 

表 11-7-4(1) 調査時期 

項目 調査手法 調査実施日 

哺乳類 

目撃法、 

フィールドサイン法 

冬季：平成 31 年 2 月 21 日～22 日 

令和 3 年 1 月 7 日～ 8 日 

春季：令和元 年 5 月 27 日～28 日 

令和 3 年 5 月 26 日～29 日 

夏季：令和元 年 7 月 16 日～17 日 

令和 3 年 6 月 14 日～15 日 

秋季：令和元 年 10 月 7 日～ 8 日 

令和 2 年 11 月 5 日～ 6 日 

トラップによる捕獲 

冬季：平成 31 年 2 月 21 日～22 日 

令和 3 年 1 月 7 日～ 8 日 

春季：令和元 年 5 月 27 日～28 日 

令和 3 年 5 月 27 日～28 日 

夏季：令和元 年 7 月 16 日～17 日 

令和 3 年 7 月 27 日～28 日 

秋季：令和元 年 10 月 7 日～ 8 日 

令和 2 年 11 月 5 日～ 6 日 

鳥 類 

直接観察、 

ラインセンサス法 

冬季：平成 31 年 2 月 22 日、 

令和 3 年 1 月 7 日～ 8 日 

春季：令和元 年 5 月 27 日～28 日 

令和 3 年 5 月 28 日～29 日 

夏季：令和元 年 7 月 1 日～ 2 日 

令和 3 年 7 月 1 日～ 3 日 

秋季：令和元 年 9 月 26 日～27 日 

令和 2 年 10 月 14 日～15 日 

定点観察法 

冬季：平成 31 年 2 月 22 日 

春季：令和元 年 5 月 27 日～28 日 

令和 3 年 5 月 14 日～15 日 

夏季：令和元 年 7 月 1 日～ 2 日 

令和 3 年 7 月 1 日～ 3 日 

秋季：令和元 年 9 月 26 日～27 日 

令和 2 年 11 月 18 日～19 日 

爬虫類 直接観察 

春季：令和元 年 5 月 27 日～28 日 

令和 3 年 5 月 26 日、28 日～29 日 

夏季：令和元 年 6 月 17 日～18 日 

令和 3 年 6 月 14 日～15 日 

秋季：令和元 年 10 月 7 日～ 8 日 

令和 2 年 11 月 5 日～ 6 日 
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表 11-7-4(2) 調査時期 

項目 調査手法 調査実施日 

両生類 直接観察 

春季：令和元 年 5 月 27 日～28 日 

令和 3 年 5 月 26 日、28 日～29 日 

夏季：令和元 年 6 月 17 日～18 日 

令和 3 年 6 月 14 日～15 日 

秋季：令和元 年 10 月 7 日～ 8 日 

令和 2 年 11 月 5 日～ 6 日 

魚類 直接観察及び採取 

春季：令和元 年 5 月 27 日～29 日 

令和 3 年 4 月 21 日～23 日 

夏季：令和元 年 8 月 2 日、5日～ 6 日 

令和 3 年 8 月 25 日～27 日 

秋季：令和元 年 10 月 28 日～29 日 

令和 2 年 11 月 24 日～26 日 

昆虫類 

直接観察及び採取 

春季：令和元 年 5 月 27 日～28 日 

令和 3 年 5 月 27 日～28 日 

夏季：令和元 年 7 月 16 日～17 日 

令和 3 年 7 月 27 日～28 日 

秋季：令和元 年 9 月 26 日～27 日 

令和 2 年 9 月 23 日～25 日 

ライトトラップ法、 

ベイトトラップ法 

春季：令和元 年 5 月 27 日～28 日 

令和 3 年 5 月 27 日～28 日 

夏季：令和元 年 7 月 16 日～17 日 

令和 3 年 7 月 27 日～28 日 

秋季：令和元 年 9 月 26 日～27 日 

令和 2 年 10 月 14 日～15 日 

底生動物 直接観察及び採取 

冬季：平成 31 年 2 月 21 日 

令和 2 年 2 月 20 日～21 日 

令和 3 年 2 月 22 日、24 日 

夏季：令和元 年 8 月 2 日、 5 日～ 6 日 

令和 3 年 8 月 25 日～27 日 

陸産貝類 
直接観察 

及び採取 

秋季：令和 2 年 11 月 4 日～ 6 日 

春季：令和 3 年 6 月 1 日～ 3 日 

夏季：令和 3 年 7 月 1 日～ 3 日 
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（2） 調査の結果 

現地調査結果の概要は、表 11-7-5 に示すとおりです。 

なお、底生動物の現地調査結果については水生昆虫類を昆虫類、水生昆虫類以外を底生動物とし

て整理しました。 

 

  

表 11-7-5 現地調査結果の概要 

項目 確認種数 重要な種 

哺乳類 4 目 7 科 9種 ホンシュウカヤネズミの 1種 

鳥 類 14 目 30 科 62 種 

チュウサギ、クイナ、バン、ジュウイチ、ケリ、イカル

チドリ、ハイタカ、オオタカ、ハヤブサ、オオムシクイ

の 10 種 

爬虫類 2 目 6 科 9種 ニホンイシガメ、ニホンスッポンの 2種 

両生類 1 目 3 科 5種 トノサマガエル、ナゴヤダルマガエルの 2種 

魚類 7 目 9 科 28 種 
タビラ類の一種、カワヒガイ、ゼゼラ、イトモロコ、ド

ジョウ、ミナミメダカの 6種 

昆虫類 13 目 180 科 844 種 

ノシメトンボ、アシナガモモブトスカシバ、ギンモンア

カヨトウ、コガムシ、キオビクビボソハムシ、ヤマトア

シナガバチ、アオスジクモバチ、キアシハナダカバチモ

ドキの 8種 

底生動物 

（昆虫類除く） 
7 綱 13 目 24 科 41 種 

マルタニシ、ヒラマキミズマイマイ、ドブガイ属の一種

の 3種 

陸産貝類 1 目 12 科 25 種 
ナガオカモノアラガイ、ヒメカサキビ、オオウエキビの 3

種 
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① 哺乳類 

a） 哺乳類の生息状況 

現地調査の結果、表 11-7-6 に示すとおり、4目 7科 9種の哺乳類が確認されました。 

確認された哺乳類は、アブラコウモリ、アカネズミ、ホンドタヌキ等でした。 

 

表 11-7-6 哺乳類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要 

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 秋季 冬季 春季 夏季 

1 
ﾓｸﾞﾗ目 

(食虫目) 
ﾓｸﾞﾗ科 ﾓｸﾞﾗ科の一種 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○  

 

2 ｺｳﾓﾘ目 

(翼手目)  

ﾋﾅｺｳﾓﾘ科 ｱﾌﾞﾗｺｳﾓﾘ    〇      

-  ﾋﾅｺｳﾓﾘ科の一種  〇 〇 〇 〇   ○  

3 ﾈｽﾞﾐ目 

(齧歯目) 

ﾈｽﾞﾐ科 ｱｶﾈｽﾞﾐ     ○  ○   

4   ﾎﾝｼｭｳｶﾔﾈｽﾞﾐ      ○ ○  〇 

5   ﾊﾂｶﾈｽﾞﾐ   ○    ○ ○  

6 ﾇｰﾄﾘｱ科 ﾇｰﾄﾘｱ 〇 〇 〇 〇 〇 〇    

7 ﾈｺ目 

(食肉目)  

ｲﾇ科 ﾎﾝﾄﾞﾀﾇｷ 〇 〇  〇 〇 〇 ○   

8 ｲﾀﾁ科 ｲﾀﾁ属の一種 〇 〇 〇 〇 〇     

9 ｼﾞｬｺｳﾈｺ科 ﾊｸﾋﾞｼﾝ     〇     

合計 4 目 7 科 9 種 4 種 5 種 5 種 6 種 7 種 4 種 5 種 2 種 1 種 

注 1）分類、配列などは基本的に「令和 3 年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和 3年、国土交通省）

に準拠した。 

注 2）同一種の可能性がある種は、種数をカウントしないこととした。（最左列が「-」の行が該当） 

 

 

b） 重要な哺乳類 

現地調査で確認された種のうち、重要な哺乳類はホンシュウカヤネズミの 1種でした。 

現地調査で確認された重要な哺乳類を表 11-7-7 に示します。 

 

表 11-7-7 現地調査により確認された重要な哺乳類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 
ﾈｽﾞﾐ目 

(齧歯目) 
ﾈｽﾞﾐ科 ﾎﾝｼｭｳｶﾔﾈｽﾞﾐ     VU 

合計 1 目 1 科 1 種 0 種 0 種 0 種 0 種 1 種 

注）選定基準（選定基準番号）及びランクは表 11-7-3 に示すとおりである。 
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② 鳥類 

a） 鳥類の生息状況 

現地調査の結果、表 11-7-8(1)～(2)に示すとおり、14 目 30 科 62 種の鳥類が確認されました。 

確認された鳥類は、カルガモ、カワウ、アオサギ、ケリ、チョウゲンボウ等でした。 

 

 

表 11-7-8(1) 鳥類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 秋季 冬季 春季 夏季 

1 ｷｼﾞ目 ｷｼﾞ科 ｷｼﾞ  ○     〇 〇  

2 ｶﾓ目 ｶﾓ科 ｵｶﾖｼｶﾞﾓ ○         

3     ﾖｼｶﾞﾓ ○         

4     ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ ○         

5     ﾏｶﾞﾓ ○  ○       

6     ｶﾙｶﾞﾓ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

7     ｺｶﾞﾓ ○   ○ 〇 〇    

8 ｶｲﾂﾌﾞﾘ目 ｶｲﾂﾌﾞﾘ科 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ○         

9 ﾊﾄ目 ﾊﾄ科 ｶﾜﾗﾊﾞﾄ(ﾄﾞﾊﾞﾄ) ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

10     ｷｼﾞﾊﾞﾄ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

11 ｶﾂｵﾄﾞﾘ目 ｳ科 ｶﾜｳ  ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

12 ﾍﾟﾘｶﾝ目 ｻｷﾞ科 ｺﾞｲｻｷﾞ  ○ ○ ○   〇 〇  

13     ｱﾏｻｷﾞ    ○      

14     ｱｵｻｷﾞ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

15     ﾀﾞｲｻｷﾞ  ○ ○ ○ 〇  〇 〇  

16     ﾁｭｳｻｷﾞ  ○ ○ ○   〇 〇 〇 

17     ｺｻｷﾞ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

18 ﾂﾙ目 ｸｲﾅ科 ｸｲﾅ      〇   〇 

19     ﾊﾞﾝ   ○      〇 

20     ｵｵﾊﾞﾝ ○         

21 ｶｯｺｳ目 ｶｯｺｳ科 ｼﾞｭｳｲﾁ       〇  〇 

22 ﾁﾄﾞﾘ目 ﾁﾄﾞﾘ科 ｹﾘ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 

23     ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ      〇   〇 

24     ｺﾁﾄﾞﾘ  ○ ○    〇 〇  

25   ｼｷﾞ科 ﾀｼｷﾞ      〇    

26 ﾀｶ目 ﾀｶ科 ﾄﾋﾞ ○    〇 〇    

27     ﾊｲﾀｶ     〇    〇 

28     ｵｵﾀｶ    ○ 〇    〇 

29 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ目 ｶﾜｾﾐ科 ｶﾜｾﾐ ○ ○ ○ ○ 〇 〇  〇  

30 ｷﾂﾂｷ目 ｷﾂﾂｷ科 ｺｹﾞﾗ ○   ○   〇   

31 ﾊﾔﾌﾞｻ目 ﾊﾔﾌﾞｻ科 ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

32     ﾊﾔﾌﾞｻ     〇    〇 
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表 11-7-8(2) 鳥類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要 

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 秋季 冬季 春季 夏季 

33 ｽｽﾞﾒ目 ﾓｽﾞ科 ﾓｽﾞ ○ ○  ○ 〇 〇 〇 〇  

34   ｶﾗｽ科 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

35     ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

36   ｼｼﾞｭｳｶﾗ科 ﾔﾏｶﾞﾗ      ○    

37     ｼｼﾞｭｳｶﾗ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

38   ﾋﾊﾞﾘ科 ﾋﾊﾞﾘ  ○ ○  〇 〇 〇 〇  

39   ﾂﾊﾞﾒ科 ﾂﾊﾞﾒ  ○ ○ ○   〇 〇  

40     ｲﾜﾂﾊﾞﾒ      〇    

41   ﾋﾖﾄﾞﾘ科 ﾋﾖﾄﾞﾘ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

42   ｳｸﾞｲｽ科 ｳｸﾞｲｽ ○   ○  〇    

43   ﾑｼｸｲ科 ｵｵﾑｼｸｲ  ○     〇  〇 

44   ﾒｼﾞﾛ科 ﾒｼﾞﾛ ○ ○  ○ 〇 〇  〇  

45   ﾖｼｷﾘ科 ｵｵﾖｼｷﾘ  ○     〇 〇  

46   ﾑｸﾄﾞﾘ科 ﾑｸﾄﾞﾘ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

47   ﾋﾀｷ科 ｼﾛﾊﾗ      〇    

48     ﾂｸﾞﾐ ○     〇    

49     ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ ○     〇    

50     ﾉﾋﾞﾀｷ     〇     

51     ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ      〇    

52   ｽｽﾞﾒ科 ｽｽﾞﾒ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

53   ｾｷﾚｲ科 ｷｾｷﾚｲ ○   ○  〇  〇  

54     ﾊｸｾｷﾚｲ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

55     ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

56     ﾀﾋﾊﾞﾘ      〇    

57   ｱﾄﾘ科 ｶﾜﾗﾋﾜ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇  

58     ﾍﾞﾆﾏｼｺ      〇    

59     ｼﾒ ○         

60   ﾎｵｼﾞﾛ科 ﾎｵｼﾞﾛ ○     〇  〇  

61     ｶｼﾗﾀﾞｶ      〇    

62     ｱｵｼﾞ ○     〇    

合計 14 目 30 科 62 種 35 種 29 種 26 種 30 種 28 種 39 種 29 種 30 種 10 種 

注）分類、配列などは基本的に「令和 3 年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和 3年、国土交通省）

に準拠した。 
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b） 重要な鳥類 

現地調査で確認された種のうち、重要な鳥類はチュウサギ、クイナ、ジュウイチ等 10 種でした。 

現地調査で確認された重要な哺乳類を表 11-7-9 に示します。 

 

表 11-7-9 現地調査により確認された重要な鳥類 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

① ② ③ ④ 
⑤ 

繁殖 越冬 通過 

1 ﾍﾟﾘｶﾝ目 ｻｷﾞ科 ﾁｭｳｻｷﾞ    NT    

2 ﾂﾙ目 ｸｲﾅ科 ｸｲﾅ      NT  

3   ﾊﾞﾝ     VU NT  

4 ｶｯｺｳ目 ｶｯｺｳ科 ｼﾞｭｳｲﾁ     VU  NT 

5 ﾁﾄﾞﾘ目 ﾁﾄﾞﾘ科 ｹﾘ    DD    

6   ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ     VU NT  

7 ﾀｶ目 ﾀｶ科 ﾊｲﾀｶ    NT    

8   ｵｵﾀｶ    NT NT NT  

9 ﾊﾔﾌﾞｻ目 ﾊﾔﾌﾞｻ科 ﾊﾔﾌﾞｻ  国内  VU VU NT  

10 ｽｽﾞﾒ目 ﾑｼｸｲ科 ｵｵﾑｼｸｲ    DD    

合計 7 目 7 科 10 種 0 種 1 種 0 種 6 種 5 種 5 種 1 種 

注）選定基準（選定基準番号）及びランクは表 11-7-3 に示すとおりである。 
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③ 爬虫類 

a） 爬虫類の生息状況 

現地調査の結果、表 11-7-10 に示すとおり、2目 6科 9種の爬虫類が確認されました。 

確認された爬虫類は、ニホンイシガメ、ニホンスッポン、ニホンヤモリ等でした。 

 

表 11-7-10 爬虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
R1 R2 R3 

春季 夏季 秋季 秋季 春季 夏季 

1 ｶﾒ目 ｲｼｶﾞﾒ科 ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒ ○      〇 

2     ｸｻｶﾞﾒ  ○ ○     

3   ﾇﾏｶﾞﾒ科 ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

4   ｽｯﾎﾟﾝ科 ﾆﾎﾝｽｯﾎﾟﾝ  ○    ○ 〇 

5 有鱗目 ﾔﾓﾘ科 ﾆﾎﾝﾔﾓﾘ     ○   

6   ｶﾅﾍﾋﾞ科 ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ ○ ○   ○ ○  

7   ﾅﾐﾍﾋﾞ科 ｼﾏﾍﾋﾞ ○ ○   ○ ○  

8     ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ     ○   

9     ﾋﾊﾞｶﾘ      ○  

合計 2 目 6 科 9 種 4 種 5 種 2 種 1 種 5 種 5 種 2 種 

注）分類、配列などは基本的に「令和 3 年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和 3 年、

国土交通省）に準拠した。 

 

 

b） 重要な爬虫類 

現地調査で確認された種のうち、重要な爬虫類はニホンイシガメ、ニホンスッポンの 2 種でし

た。 

現地調査で確認された重要な爬虫類を表 11-7-11 に示します。 

 

表 11-7-11 現地調査により確認された重要な爬虫類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 ｶﾒ目 ｲｼｶﾞﾒ科 ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒ    NT NT 

2  ｽｯﾎﾟﾝ科 ﾆﾎﾝｽｯﾎﾟﾝ    DD DD 

合計 1 目 2 科 2 種 0 種 0 種 0 種 2 種 2 種 

注）選定基準（選定基準番号）及びランクは表 11-7-3 に示すとおりである。 
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④ 両生類 

a） 両生類の生息状況 

現地調査の結果、表 11-7-12 に示すとおり、1目 3科 5種の両生類が確認されました。 

確認された両生類は、ニホンアマガエル、トノサマガエル、ナゴヤダルマガエル等でした。 

 

表 11-7-12 両生類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要 

な種 
R1 R2 R3 

春季 夏季 秋季 秋季 春季 夏季 

1 無尾目 ｱﾏｶﾞｴﾙ科 ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

2   ｱｶｶﾞｴﾙ科 ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ  ○   ○ ○ 〇 

3     ﾅｺﾞﾔﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ ○ ○   ○ ○ 〇 

-     ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ類 ○ ○ ○    〇 

4     ﾂﾁｶﾞｴﾙ ○ ○   ○ ○  

5   ﾇﾏｶﾞｴﾙ科 ﾇﾏｶﾞｴﾙ ○ ○ ○  ○ ○  

合計 1 目 3 科 5 種 4 種 5 種 3 種 1 種 5 種 5 種 2 種 

注 1）分類、配列などは基本的に「令和 3 年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和 3年、

国土交通省）に準拠した。 

注 2）同一種の可能性がある種は、種数をカウントしないこととした。（最左列が「-」の行が該当） 

注 3)トノサマガエル類はトノサマガエル、ナゴヤダルマガエルのいずれかであるが、同定に至らなか

ったものを示す。 

 

 

 

b） 重要な両生類 

現地調査で確認された種のうち、重要な両生類はトノサマガエル、ナゴヤダルマガエルの 2種で

した。 

現地調査で確認された重要な両生類を表 11-7-13 に示します。 

 

表 11-7-13 現地調査により確認された重要な両生類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 無尾目 ｱｶｶﾞｴﾙ科 ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ    NT  

2   ﾅｺﾞﾔﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ    EN VU 

-   ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ類    NT/EN VU 

合計 1 目 1 科 2 種 0 種 0 種 0 種 2 種 1 種 

注 1）選定基準（選定基準番号）及びランクは表 11-7-3 に示すとおりである。 

注 2）同一種の可能性がある種は、種数をカウントしないこととした。（最左列が「-」の行が該当） 

注 3)トノサマガエル類はトノサマガエル、ナゴヤダルマガエルのいずれかであるため、両種のラン

クを示す。 
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⑤ 魚類 

a） 魚類の生息状況 

現地調査の結果、表 11-7-14 に示すとおり、7目 9科 28 種の魚類が確認されました。 

確認された魚類は、コイ（飼育型）、ドジョウ、ミナミメダカ等でした。 

 

表 11-7-14 魚類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要 

な種 
R1 R2 R3 

春季 夏季 秋季 秋季 春季 夏季 

1 ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ(飼育型) 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

2    ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾞﾅ    〇 〇 〇  

3     ｵｵｷﾝﾌﾞﾅ      〇  

4     ｷﾞﾝﾌﾞﾅ 〇 〇      

-     ﾌﾅ属の一種  〇 〇 〇 〇 〇  

5     ﾀﾋﾞﾗ類    〇   〇※ 

6     ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ 〇  〇 〇 〇 〇  

7     ｵｲｶﾜ  〇 〇 〇  〇  

8     ｳｸﾞｲ  〇      

9     ﾓﾂｺﾞ 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

10     ｶﾜﾋｶﾞｲ    〇   〇 

11     ﾀﾓﾛｺ 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

12     ｾﾞｾﾞﾗ    〇  〇 〇 

13     ｶﾏﾂｶ    〇 〇 〇  

14     ﾆｺﾞｲ     〇 〇  

-     ﾆｺﾞｲ属の一種   〇     

15     ｲﾄﾓﾛｺ    〇   〇 

16     ｽｺﾞﾓﾛｺ類  〇 〇 〇 〇 〇  

17   ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾄﾞｼﾞｮｳ 〇 〇    〇 〇 

18     ｶﾗﾄﾞｼﾞｮｳ 〇 〇 〇  〇 〇  

19 ﾅﾏｽﾞ目 ｷﾞｷﾞ科 ｷﾞｷﾞ      〇  

20   ﾅﾏｽﾞ科 ﾅﾏｽﾞ 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

21 ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ  〇      

22 ﾎﾞﾗ目 ﾎﾞﾗ科 ﾎﾞﾗ   〇 〇  〇  

23 ｶﾀﾞﾔｼ目 ｶﾀﾞﾔｼ科 ｶﾀﾞﾔｼ 〇  〇 〇 〇 〇  

24 ﾀﾞﾂ目 ﾒﾀﾞｶ科 ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

25     ﾒﾀﾞｶ(飼育品種)   〇 〇  〇  

26 ｽｽﾞｷ目 ﾊｾﾞ科 ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ   〇 〇  〇  

27     ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ類    〇    

-     ﾖｼﾉﾎﾞﾘ属の一種 〇 〇 〇  〇 〇  

28     ｳｷｺﾞﾘ 〇 〇 〇 〇  〇  

合計 7 目 9 科 28 種 11 種 14 種 17 種 21 種 14 種 23 種 6 種 

注 1）分類、配列などは基本的に「令和 3 年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和 3年、国

土交通省）に準拠した。 

注 2）同一種の可能性がある種は、種数をカウントしないこととした。（最左列が「-」の行が該当） 

※ 分布上の観点からシロヒレタビラと考えられるが、雌個体のため体色（婚姻色）が確認できず、同定が困

難であったため、タビラ類として重要な種に選定した。 
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b） 重要な魚類 

現地調査で確認された種のうち、重要な魚類はタビラ類、カワヒガイ、ゼゼラ、イトモロコ、ド

ジョウ、ミナミメダカの 6種でした。 

現地調査で確認された重要な魚類を表 11-7-15 に示します。 

 

表 11-7-15 現地調査により確認された重要な魚類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 ｺｲ目 ｺｲ科 ﾀﾋﾞﾗ類    EN※ DD※ 

2   ｶﾜﾋｶﾞｲ    NT CR 

3   ｾﾞｾﾞﾗ    VU NT 

4   ｲﾄﾓﾛｺ     NT 

5  ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾄﾞｼﾞｮｳ    NT VU 

6 ﾀﾞﾂ目 ﾒﾀﾞｶ科 ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ    VU VU 

合計 2 目 3 科 6 種 0 種 0 種 0 種 5 種 6 種 

注）選定基準（選定基準番号）及びランクは表 11-7-3 に示すとおりである。 

※ シロヒレタビラのランクを示す。分布上の観点からシロヒレタビラと考えられるが、雌個体のため体色

（婚姻色）が確認できず、同定が困難であったため、タビラ類として重要な種に選定した。 
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⑥ 昆虫類 

a） 昆虫類の生息状況 

現地調査の結果、表 11-7-16(1)～(23)に示すとおり、13 目 180 科 844 種の昆虫類※が確認され

ました。 

確認された昆虫類は、サホコカゲロウ、アオモンイトトンボ、チョウセンカマキリ、コバネハサ

ミムシ、エンマコオロギ、ツマグロヨコバイ、ヤマトクサカゲロウ、ナミコガタシマトビケラ、ア

シナガモモブトスカシバ、セスジユスリカ等でした。 

※底生動物の現地調査で確認された昆虫類を含む 

 

表 11-7-16(1) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要 

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

1 ﾄﾋﾞﾑｼ目 ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科 ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科の一種         ○  

2 ｶｹﾞﾛｳ目

(蜉蝣目) 

ｺｶｹﾞﾛｳ科 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ         ○  

3   ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ ○  ○    ○  ○  

-     Baetis属の一種   ○ ○       

4     ﾀﾏﾘﾌﾀﾊﾞｶｹﾞﾛｳ         ○  

-     Cloeon属の一種 ○  ○  ○  ○  ○  

5     ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ   ○        

6   ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ科 ｷｲﾛﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ         ○  

7     ﾏﾂﾑﾗﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ         ○  

8   ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ科 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ        ○   

9     ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ    ○       

10 ﾄﾝﾎﾞ目 

(蜻蛉目) 

ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ    ○  ○   ○  

11   ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ  ○ ○ ○  ○ ○  ○  

-     
Ischnura 属の
一種 

○  ○  ○    ○ 
 

12     ｸﾛｲﾄﾄﾝﾎﾞ        ○   

13     ｾｽｼﾞｲﾄﾄﾝﾎﾞ    ○       

-     
Paracercion 属
の一種 

        ○ 
 

14   ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科 ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ ○  ○ ○  ○   ○  

-     ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科の一種   ○        

15   ﾔﾝﾏ科 ｷﾞﾝﾔﾝﾏ ○ ○ ○ ○  ○   ○  

-     Anax 属の一種         ○  

16   ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 ﾔﾏｻﾅｴ   ○        

17   ﾄﾝﾎﾞ科 ﾊﾗﾋﾞﾛﾄﾝﾎﾞ  ○         

18     ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

19     ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ         ○  

20     ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ   ○ ○  ○   ○  

21     ｺｼｱｷﾄﾝﾎﾞ   ○      ○  

22     ｱｷｱｶﾈ    ○       

23     ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ      ○    〇 

24 ｶﾏｷﾘ目 

(蟷螂目) 

ｶﾏｷﾘ科 ﾊﾗﾋﾞﾛｶﾏｷﾘ    ○       

25   ｺｶﾏｷﾘ    ○       
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表 11-7-16(2) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

26 (ｶﾏｷﾘ目 

(蟷螂目)) 

(ｶﾏｷﾘ科) ﾁｮｳｾﾝｶﾏｷﾘ    ○  ○   ○  

27   
Tenodera 属 の
一種 

       ○  
 

28 ﾊｻﾐﾑｼ目 

(革翅目) 

ﾏﾙﾑﾈﾊｻﾐﾑｼ科 ﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ     ○         ○ ○  

29   ｺﾊﾞﾈﾊｻﾐﾑｼ     ○ ○   ○        

30   ｸﾛﾊｻﾐﾑｼ科 ﾐｼﾞﾝﾊｻﾐﾑｼ                 ○  

31 ﾊﾞｯﾀ目 

(直翅目) 

ﾂﾕﾑｼ科 ｾｽｼﾞﾂﾕﾑｼ     ○     ○   ○    

32   ﾂﾕﾑｼ     ○ ○   ○   ○ ○  

33   ｷﾘｷﾞﾘｽ科 ｳｽｲﾛｻｻｷﾘ     ○ ○   ○        

34     ｵﾅｶﾞｻｻｷﾘ           ○        

35     ﾎｼｻｻｷﾘ       ○   ○     ○  

36     ﾋﾒｷﾞｽ     ○         ○    

37     ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ   ○ ○     ○     ○  

38     ｻｻｷﾘﾓﾄﾞｷ                 ○  

39   ﾏﾂﾑｼ科 ｱｵﾏﾂﾑｼ       ○   ○     ○  

40   ｺｵﾛｷﾞ科 ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ           ○        

41     ﾐﾂｶﾄﾞｺｵﾛｷﾞ           ○        

42     ﾓﾘｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ           ○        

43     ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ     ○ ○   ○     ○  

44     ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ     ○ ○   ○        

45   ｶﾈﾀﾀｷ科 ｶﾈﾀﾀｷ           ○     ○  

46   ﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ科 ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ   ○   ○   ○     ○  

47     ｼﾊﾞｽｽﾞ     ○ ○   ○     ○  

48     ﾔﾁｽｽﾞ                 ○  

49   ﾊﾞｯﾀ科 ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ     ○ ○   ○   ○ ○  

50     ﾏﾀﾞﾗﾊﾞｯﾀ           ○        

51     ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ       ○   ○     ○  

52     ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ           ○     ○  

53     ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ           ○     ○  

54   ｲﾅｺﾞ科 ﾊﾈﾅｶﾞｲﾅｺﾞ      ○     

55     ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ    ○  ○   ○  

56     ﾂﾁｲﾅｺﾞ         ○  

57   ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ科 ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ  ○  ○  ○  ○ ○  

58   ﾋｼﾊﾞｯﾀ科 ﾊﾈﾅｶﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ   ○      ○  

59     ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ  ○ ○ ○  ○   ○  

60     ﾋﾒﾋｼﾊﾞｯﾀ   ○        

61   ﾉﾐﾊﾞｯﾀ科 ﾉﾐﾊﾞｯﾀ      ○  ○   

62 ｶﾒﾑｼ目 

(半翅目) 

ﾋｼｳﾝｶ科 ﾋｼｳﾝｶ  ○    ○     

63 ｳﾝｶ科 ｺﾞﾏﾌｳﾝｶ         ○  

64     ﾋｹﾞﾌﾞﾄｳﾝｶ      ○     

65     ﾀｹｳﾝｶ      ○     

66     ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ    ○  ○   ○  

67     ﾄﾋﾞｲﾛｳﾝｶ    ○       

68     ﾃﾗｳﾁｳﾝｶ   ○   ○     

69     ｺﾌﾞｳﾝｶ   ○   ○     
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表 11-7-16(3) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

70 ｶﾒﾑｼ目 

(半翅目) 

ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ科 ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ           ○        

71   ﾄﾋﾞｲﾛﾊｺﾞﾛﾓ           ○        

72   ｾﾐ科 ｸﾏｾﾞﾐ     ○           ○  

73     ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ     ○           ○  

74     ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ       ○   ○        

75     ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ     ○           ○  

76   ｱﾜﾌｷﾑｼ科 ﾊﾏﾍﾞｱﾜﾌｷ   ○ ○ ○       ○ ○  

77   ﾖｺﾊﾞｲ科 ﾄﾊﾞﾖｺﾊﾞｲ   ○   ○   ○   ○ ○  

78     ｶﾝｷﾂﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ   ○           ○ ○  

79     ｷｽｼﾞﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ     ○           ○  

80     ｶｽﾘﾖｺﾊﾞｲ   ○   ○   ○        

81     ﾀｹﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｲ           ○        

82     ﾋﾒｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ           ○     ○  

83     ｵｵﾖｺﾊﾞｲ   ○ ○ ○   ○   ○    

84     ﾍﾞﾆﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ                 ○  

85     ﾖﾂﾓﾝｺﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ     ○     ○     ○  

86     ｸﾛﾐｬｸｲﾁﾓﾝｼ゙ ﾖｺﾊ゙ ｲ       ○         ○  

87     ｱﾗｲﾋｼﾓﾝﾖｺﾊﾞｲ           ○     ○  

88     ﾎｼﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ     ○              

89     
Macropsis 属の

一種 
                ○ 

 

90     ﾋﾒﾌﾀﾃﾝｳｽﾊﾞﾖｺﾊﾞｲ       ○   ○   ○ ○  

91     ｾｽｼﾞﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ                 ○  

92     ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

93     ﾘﾝｺﾞﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｲ                 ○  

94     ﾎｼｻｼﾞﾖｺﾊﾞｲ       ○            

95     ｸﾛﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ   ○           ○    

96     ｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ   ○                

97     ｼﾗﾎｼｽｶｼﾖｺﾊﾞｲ                 ○  

98     ｸﾛｽｼﾞﾎｿｻｼﾞﾖｺﾊﾞｲ     ○              

99     ﾎｼﾖｺﾊﾞｲ                 ○  

100   ｷｼﾞﾗﾐ科 ｾﾝﾀﾞﾝｺｸﾛｷｼﾞﾗﾐ                 ○  

101     ｸﾜｷｼﾞﾗﾐ       ○       ○    

102     ﾍﾞﾆｷｼﾞﾗﾐ   ○                

103   
ｱﾌﾞﾗﾑｼ科 ｴﾝﾄﾞｳﾋｹﾞﾅｶﾞｱﾌﾞ

ﾗﾑｼ 
  ○             ○ 

 

104     ｱﾌﾞﾗﾑｼ科           ○        
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表 11-7-16(4) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

105 (ｶﾒﾑｼ目 

(半翅目)) 

ｻｼｶﾞﾒ科 ﾖｺﾂﾞﾅｻｼｶﾞﾒ        ○   

106   ｸﾋﾞｸﾞﾛｱｶｻｼｶﾞﾒ    ○       

107     ｸﾛﾓﾝｻｼｶﾞﾒ    ○  ○  ○   

108     ﾄｹﾞｻｼｶﾞﾒ   ○        

109     ﾔﾆｻｼｶﾞﾒ         ○  

110   ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ科 ｳﾁﾜｸﾞﾝﾊﾞｲ    ○     ○  

111     ｱﾜﾀﾞﾁｿｳｸﾞﾝﾊﾞｲ  ○ ○ ○  ○  ○ ○  

112     ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼｸﾞﾝﾊﾞｲ      ○   ○  

113     ｺｱｶｿｸﾞﾝﾊﾞｲ      ○  ○   

114     ﾍｸｿｶｽﾞﾗｸﾞﾝﾊﾞｲ      ○     

115     ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ      ○     

116     ﾄｻｶｸﾞﾝﾊﾞｲ        ○ ○  

117   ﾊﾅｶﾒﾑｼ科 ﾅﾐﾋﾒﾊﾅｶﾒﾑｼ  ○ ○   ○   ○  

118   ｶｽﾐｶﾒﾑｼ科 ﾅｶｸﾞﾛｶｽﾐｶﾒ   ○        

119     ｸﾋﾞﾜｼﾀﾞｶｽﾐｶﾒ         ○  

120     ｺﾐﾄ゙ ﾘﾁﾋ゙ ﾄﾋ゙ ｶｽﾐｶﾒ      ○   ○  

121     ｸｽﾍﾞﾆﾋﾗﾀｶｽﾐｶﾒ         ○  

122     ﾓﾁﾂﾂｼﾞｶｽﾐｶﾒ  ○         

123     ｳｽﾍﾞﾆﾎｿﾁﾋﾞｶｽﾐｶﾒ    ○       

124     ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ  ○ ○ ○    ○ ○  

125     ｳｽﾓﾝﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ   ○ ○  ○   ○  

126     ｲﾈﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ  ○ ○ ○    ○ ○  

127   ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ科 ﾊﾈﾅｶﾞﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ   ○ ○  ○  ○ ○  

128   ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ科 ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ   ○ ○       

129     ﾋﾒﾎｼｶﾒﾑｼ  ○  ○     ○  

130   ﾎｼｶﾒﾑｼ科 ﾌﾀﾓﾝﾎｼｶﾒﾑｼ   ○     ○ ○  

131   ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ      ○   ○  

132     ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ  ○ ○      ○  

133   ﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ﾎｵｽﾞｷｶﾒﾑｼ  ○  ○       

134     ｺﾌﾞﾊﾘｶﾒﾑｼ        ○   

135     ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ  ○ ○ ○  ○  ○ ○  

136     ﾊﾘｶﾒﾑｼ        ○ ○  

137     ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ    ○  ○  ○ ○  

138     ﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ   ○   ○  ○   

139   ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ｽｶｼﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ      ○  ○ ○  

140     ｱｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ  ○ ○ ○  ○  ○   

141     ｺﾌﾞﾁﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ   ○ ○     ○  

142     ﾌﾞﾁﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ        ○   

143   ｲﾄｶﾒﾑｼ科 ｲﾄｶﾒﾑｼ   ○      ○  
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表 11-7-16(5) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

144 (ｶﾒﾑｼ目 

(半翅目)) 

ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科 ﾋﾒﾋﾗﾀﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○     ○   

145   ｳｽｲﾛﾋﾒﾋﾗﾀﾅｶ゙ ｶﾒﾑｼ    ○     ○  

146     ﾆｯﾎ゚ ﾝｺﾊ゙ ﾈﾅｶ゙ ｶﾒﾑｼ   ○      ○  

147     ｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ        ○   

148     ﾋﾒｵｵﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○   ○  ○ ○  

149     ｵｵﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○ ○  ○  ○ ○  

150     ｻﾋﾞﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○ ○  ○     

151     ｷﾍ゙ ﾘﾋｮｳﾀﾝﾅｶ゙ ｶﾒﾑｼ   ○ ○     ○  

152     ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○      ○  

153     ｵｵﾁｬｲﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○        

154     ﾎｿﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○        

155     ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○ ○  ○  ○ ○  

156     ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○   ○  ○ ○  

157     ﾔｽﾏﾂﾅｶﾞｶﾒﾑｼ  ○         

158     ｲﾁｺﾞﾁﾋﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ    ○     ○  

159     ｺﾊ゙ ﾈﾋｮｳﾀﾝﾅｶ゙ ｶﾒﾑｼ   ○   ○     

160     ｼﾞｭｳｼﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ    ○       

161     ﾋﾒｼﾞｭｳｼﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○   ○   ○  

162   ﾒﾀ゙ ｶﾅｶ゙ ｶﾒﾑｼ科 ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ  ○ ○     ○ ○  

163   ﾂﾁｶﾒﾑｼ科 ｺﾂﾁｶﾒﾑｼ         ○  

164     ﾂﾁｶﾒﾑｼ  ○         

165   ｶﾒﾑｼ科 ｳｽﾞﾗｶﾒﾑｼ  ○ ○     ○   

166     ｼﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ         ○  

167     ｼﾛﾍﾘｸﾁﾌﾞﾄｶﾒﾑｼ  ○         

168     ﾌﾞﾁﾋｹﾞｶﾒﾑｼ   ○ ○       

169     ﾊﾅﾀﾞｶｶﾒﾑｼ        ○   

170     ｷﾏﾀﾞﾗｶﾒﾑｼ  ○ ○   ○   ○  

171     ﾅｶﾞﾒ   ○ ○       

172     ﾄｹﾞｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ  ○      ○ ○  

173     ﾑﾗｻｷｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ   ○      ○  

174     ﾏﾙｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ   ○ ○     ○  

175     ｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ   ○ ○  ○  ○ ○  

176     ﾂﾔｱｵｶﾒﾑｼ    ○    ○   

177     ｱｶｽｼﾞｶﾒﾑｼ   ○        

178     ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ      ○  ○   

179     ｱｵｸｻｶﾒﾑｼ    ○  ○   ○  

180     ｲﾁﾓﾝｼﾞｶﾒﾑｼ  ○    ○  ○ ○  

181     ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ  ○  ○       

182     ﾙﾘｸﾁﾌﾞﾄｶﾒﾑｼ   ○   ○     
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表 11-7-16(6) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

183 (ｶﾒﾑｼ目 

(半翅目)) 

ﾏﾙｶﾒﾑｼ科 ﾏﾙｶﾒﾑｼ   ○ ○ ○       ○ ○  

184 ｷﾝｶﾒﾑｼ科 ﾁｬｲﾛｶﾒﾑｼ       ○            

185   ｱﾒﾝﾎﾞ科 ｱﾒﾝﾎﾞ ○   ○   ○ ○ ○ ○ ○  

186     ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ     ○     ○   ○ ○  

187     ﾄｶﾞﾘｱﾒﾝﾎﾞ                 ○  

188     ｱﾒﾝﾎﾞ科     ○              

189   ｲﾄｱﾒﾝﾎﾞ科 ﾋﾒｲﾄｱﾒﾝﾎﾞ       ○         ○  

190   ｶﾀﾋﾞﾛｱﾒﾝﾎﾞ科 ｹｼｶﾀﾋﾞﾛｱﾒﾝﾎﾞ                 ○  

191     
ﾎﾙﾊﾞｰﾄｹｼｶﾀﾋﾞﾛｱ

ﾒﾝﾎﾞ 
      ○         ○ 

 

192     ﾏﾀﾞﾗｹｼｶﾀﾋﾞﾛｱﾒﾝﾎﾞ                 ○  

-     
Microvelia 属
の一種 

    ○             
 

193   ﾐｽﾞｷﾞﾜｶﾒﾑｼ科 ｺﾐｽﾞｷﾞﾜｶﾒﾑｼ               ○ ○  

194   ﾐｽﾞﾑｼ科 ｴｻｷｺﾐｽﾞﾑｼ     ○           ○  

-     Sigara属の一種     ○              

195   ﾏﾂﾓﾑｼ科 ｺﾏﾂﾓﾑｼ     ○ ○   ○     ○  

196 ｱﾐﾒｶｹ゙ ﾛｳ目 

(脈翅目) 

ﾐｽﾞｶｹﾞﾛｳ科 ﾐｽﾞｶｹﾞﾛｳ                 ○  

197 ｸｻｶｹﾞﾛｳ科 ｸﾓﾝｸｻｶｹﾞﾛｳ               ○    

198   ﾖﾂﾎﾞｼｸｻｶｹﾞﾛｳ     ○         ○    

199   ﾔﾏﾄｸｻｶｹﾞﾛｳ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

200     ｽｽﾞｷｸｻｶｹﾞﾛｳ                 ○  

201     
ｲﾂﾎｼｱｶﾏﾀﾞﾗｸｻｶ
ｹﾞﾛｳ 

          ○       
 

202     
ﾖﾂﾎﾞｼｱｶﾏﾀﾞﾗｸｻｶ
ｹﾞﾛｳ 

              ○   
 

203   ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ科 ﾁｬﾊﾞﾈﾋﾒｶｹﾞﾛｳ               ○    

204 ﾄﾋﾞｹﾗ目

(毛翅目) 

ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ科 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ○   ○   ○       ○  

205   ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ   ○ ○ ○   ○     ○  

206     ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ                 ○  

207     ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ                 ○  

208   ｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾂﾀﾞｺﾀﾆｶﾞﾜﾄﾋﾞｹﾗ       ○            

209   ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ科 ｳﾙﾏｰｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ           ○        

210     ﾓﾘｼﾀｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ                 ○  

211   
ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞ
ｹﾗ科 

ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ   ○               
 

212   ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ科 ﾏﾂｲﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ   ○ ○ ○         ○  

-     
Hydroptila 属
の一種 

            ○   ○ 
 

213   ﾋｹ゙ ﾅｶ゙ ﾄﾋ゙ ｹﾗ科 ﾋﾒｾﾄﾄﾋﾞｹﾗ                 ○  
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表 11-7-16(7) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

214 ﾁｮｳ目 

(鱗翅目) 

ﾋﾛｽﾞｺｶﾞ科 ﾓﾄｷﾒﾝｺｶﾞ      ○     

215 ﾐﾉｶﾞ科 ｸﾛﾂﾔﾐﾉｶﾞ         ○  

216   ｺﾅｶﾞ科 ｺﾅｶﾞ    ○       

217   ﾎｿﾊﾏｷﾓﾄ゙ ｷｶ゙ 科 ﾂﾏｷﾎｿﾊﾏｷﾓﾄﾞｷ        ○   

218   ﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ科 
ｶﾚﾊﾁﾋﾞﾏﾙﾊｷﾊﾞ

ｶﾞ 
   ○      

 

219   ﾐﾂﾎﾞｼｷﾊﾞｶﾞ科 ﾐﾂﾎﾞｼｷﾊﾞｶﾞ    ○       

220   ｶｻﾞﾘﾊﾞｶﾞ科 ﾄﾞﾙﾘｰｶｻﾞﾘﾊﾞ   ○ ○       

221   ｷﾊﾞｶﾞ科 ﾊﾞｸｶﾞ  ○         

222     ｶｷﾞﾂﾏｼﾏｷﾊﾞｶﾞ    ○       

223     ｳｽﾎﾞｼﾌｻｷﾊﾞｶﾞ    ○       

224     ﾋﾒﾌｻｷﾊﾞｶﾞ    ○       

225   ｽｶｼﾊﾞｶﾞ科 ｱｼﾅｶﾞﾓﾓﾌﾞﾄｽｶｼﾊﾞ   ○ ○      ○ 

226     ｵｵﾓﾓﾌﾞﾄｽｶｼﾊﾞ   ○        

227   ﾊﾏｷｶﾞ科 ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ  ○ ○   ○   ○  

228     ｵｵｱﾄｷﾊﾏｷ        ○   

229     ﾌﾀﾓﾝﾄｶﾞﾘﾊﾞﾋﾒﾊﾏｷ  ○         

230     ｼﾛﾃﾝﾄｶﾞﾘﾊﾞﾋﾒﾊﾏｷ    ○  ○     

231     ｳｽｷｶｸﾓﾝﾊﾏｷ    ○       

232     ﾖﾓｷﾞﾈﾑｼｶﾞ      ○   ○  

233     ﾎｼｵﾋﾞﾊﾏｷ         ○  

234     ｺﾎｿｽｼﾞﾊﾏｷ        ○ ○  

235     ｸﾛｰﾊﾞﾋﾒﾊﾏｷ  ○ ○ ○  ○  ○ ○  

236   
ﾆｼﾞｭｳｼﾄﾘﾊﾞ

ｶﾞ科 
ﾏﾀﾞﾗﾆｼﾞｭｳｼﾄﾘﾊﾞ    ○      

 

237   ﾄﾘﾊﾞｶﾞ科 ｼﾗﾎｼﾄﾘﾊﾞ      ○     

238     ｴｿﾞｷﾞｸﾄﾘﾊﾞ    ○     ○  

239   ｲﾗｶﾞ科 ｸﾛﾌﾃﾝｸﾞｲﾗｶﾞ        ○ ○  

240     ﾋﾛﾍﾘｱｵｲﾗｶﾞ         ○  

241     ﾋﾒｸﾛｲﾗｶﾞ         ○  

242   ﾏﾀﾞﾗｶﾞ科 ｳﾒｽｶｼｸﾛﾊﾞ  ○      ○   

243   ｾｾﾘﾁｮｳ科 ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ   ○ ○  ○   ○  

244     ﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ   ○ ○  ○     

245   ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科 ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ    ○  ○   ○  

246     ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ  ○ ○ ○  ○  ○ ○  

247     ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ   ○ ○  ○   ○  

248     ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ  ○ ○ ○    ○ ○  

249     ﾔﾏﾄｼｼ゙ ﾐ本土亜種   ○ ○  ○  ○ ○  
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表 11-7-16(8) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

250 (ﾁｮｳ目 

(鱗翅目)) 

ﾀﾃﾊﾁｮｳ科 ｺﾑﾗｻｷ                 ○  

251   ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

252     
ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ本土

亜種 
    ○         ○ ○ 

 

253     
ﾃﾝｸﾞﾁｮｳ日本本

土亜種 
  ○               

 

254     ﾋﾒｼﾞｬﾉﾒ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

255     ｷﾀﾃﾊ     ○ ○       ○    

256     ﾋﾒｱｶﾀﾃﾊ       ○   ○        

257     ﾋﾒｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ       ○            

258   ｱｹﾞﾊﾁｮｳ科 ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

259     ﾓﾝｷｱｹﾞﾊ       ○            

260     ｷｱｹﾞﾊ     ○ ○       ○ ○  

261     ﾅｶﾞｻｷｱｹﾞﾊ     ○              

262     ｸﾛｱｹﾞﾊ本土亜種     ○              

263     ｱｹﾞﾊ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

264   ｼﾛﾁｮｳ科 ﾓﾝｷﾁｮｳ   ○ ○ ○       ○    

265     ｷﾀｷﾁｮｳ   ○ ○ ○   ○     ○  

266     ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

267   ﾂﾄｶﾞ科 ﾂﾄｶﾞ     ○              

268     ﾓﾝｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ   ○                

269     ﾃﾝｽｼﾞﾂﾄｶﾞ               ○    

270     ﾅｶﾓﾝﾂﾄｶﾞ   ○                

271     ｷﾍﾞﾘﾊﾈﾎﾞｿﾉﾒｲｶﾞ   ○           ○    

272     ｶｷﾞﾊﾞﾉﾒｲｶﾞ   ○                

273     ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ                 ○  

274     ﾄｶﾞﾘｷﾉﾒｲｶﾞ               ○    

275     ﾜﾀﾍﾘｸﾛﾉﾒｲｶﾞ       ○   ○        

276     ｷｱﾔﾋﾒﾉﾒｲｶﾞ   ○             ○  

277     ﾋﾒﾏﾀﾞﾗﾐｽﾞﾒｲｶﾞ       ○   ○        

278     ｱﾔﾅﾐﾉﾒｲｶﾞ               ○    

279     ｸﾛｽｼﾞﾂﾄｶﾞ       ○            

280     ｸﾜﾉﾒｲｶﾞ           ○   ○    

281     ｵｵﾓﾝｼﾛﾙﾘﾉﾒｲｶﾞ                 ○  

282     ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ   ○ ○           ○  

283     ﾏｴｷﾉﾒｲｶﾞ               ○    

284     ﾐﾂﾃﾝﾉﾒｲｶﾞ   ○                

285     ﾏﾒﾉﾒｲｶﾞ           ○        

286     ﾁﾋﾞﾂﾄｶﾞ           ○     ○  

287     ｼﾛﾃﾝｷﾉﾒｲｶﾞ           ○        

288     ﾜﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ                 ○  

289     ｷﾊﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ               ○    

290     ｱﾜﾉﾒｲｶﾞ                 ○  

291     ｳｽｼﾞﾛｷﾉﾒｲｶﾞ                 ○  
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表 11-7-16(9) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

292 (ﾁｮｳ目 

(鱗翅目)) 

(ﾂﾄｶﾞ科) ﾌｷﾉﾒｲｶﾞ   ○           ○    

293   ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ           ○        

294     ｾﾞﾆｶﾞｻﾐｽﾞﾒｲｶﾞ                 ○  

295     ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ   ○ ○ ○   ○     ○  

296     ｳｽｵﾋﾞｷﾉﾒｲｶﾞ               ○    

297     ﾏｴｷﾂﾄｶﾞ                 ○  

298     ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ     ○ ○   ○     ○  

299     ｸﾛﾍﾘﾉﾒｲｶﾞ                 ○  

300     ﾖﾂﾎﾞｼﾉﾒｲｶﾞ           ○        

301     ｸﾛﾓﾝｷﾉﾒｲｶﾞ           ○        

302     ﾓﾝｼﾛﾙﾘﾉﾒｲｶﾞ                 ○  

303   ﾒｲｶﾞ科 ｷﾓﾝﾄｶﾞﾘﾒｲｶﾞ   ○                

304     ｷﾍﾞﾘﾄｶﾞﾘﾒｲｶﾞ   ○           ○ ○  

305     ｱｶﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ   ○             ○  

306     ﾂﾏｱｶｼﾏﾒｲｶﾞ   ○                

307     ﾄﾋﾞｽｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ       ○            

308   ｼｬｸｶﾞ科 ｸﾛｸﾓｴﾀﾞｼｬｸ               ○    

309     ｳｽｲﾛﾄﾋﾞｽｼﾞﾅﾐｼｬｸ   ○                

310     ｵｵﾊｶﾞﾀﾅﾐｼｬｸ   ○                

311     ｾｽｼﾞﾅﾐｼｬｸ           ○   ○    

312     ﾅﾐｶﾞﾀｴﾀﾞｼｬｸ               ○    

313     ｵｵｳｽﾓﾝｷﾋﾒｼｬｸ           ○     ○  

314     ｷｵﾋﾞﾍﾞﾆﾋﾒｼｬｸ                 ○  

315     ｴｸﾞﾘﾂﾞﾏｴﾀﾞｼｬｸ           ○        

316     ﾄﾋﾞｽｼﾞﾋﾒﾅﾐｼｬｸ   ○             ○  

317     ｳｽｷﾂﾊﾞﾒｴﾀﾞｼｬｸ   ○           ○    

318     ﾏｴｷｵｴﾀﾞｼｬｸ   ○                

319     ｳｽｷｸﾛﾃﾝﾋﾒｼｬｸ   ○             ○  

320     ﾅﾐｽｼﾞﾁﾋﾞﾋﾒｼｬｸ           ○        

321     ｺﾍﾞﾆｽｼﾞﾋﾒｼｬｸ           ○        

322     ﾍﾞﾆｽｼﾞﾋﾒｼｬｸ        ○            

323   ｶｲｺｶﾞ科 ｸﾜｺ   ○ ○         ○    

324   ｽｽﾞﾒｶﾞ科 ｵｵｽｶｼﾊﾞ     ○           ○  

325     ﾄﾋﾞｲﾛｽｽﾞﾒ                 ○  

326     ｺｽｽﾞﾒ   ○ ○              

327     ｾｽｼﾞｽｽﾞﾒ   ○                

328   ﾋﾄﾘｶﾞ科 ﾊｶﾞﾀｷｺｹｶﾞ               ○ ○  

329     ｽｶｼｺｹｶﾞ           ○        

330     ｸﾛｽｼﾞﾎｿﾊﾞ   ○                

331     ｽｼﾞﾓﾝﾋﾄﾘ            ○        

332   ﾄﾞｸｶﾞ科 ﾏｲﾏｲｶﾞ                  ○  
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表 11-7-16(10) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

333 (ﾁｮｳ目 

(鱗翅目)) 

ﾔｶﾞ科 ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖﾄｳ   ○             ○  

334   ｷﾏｴｱﾂﾊﾞ           ○        

335     ﾅｶｼﾞﾛｼﾀﾊﾞ                 ○  

336     ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ                 ○  

337     ｸﾛﾃﾝｶﾊﾞｱﾂﾊﾞ           ○   ○ ○  

338     ﾏﾀﾞﾗﾎｿｺﾔｶﾞ       ○            

339     ｼﾛﾃﾝｳｽｸﾞﾛﾖﾄｳ   ○                

340     ｴｿﾞｳｽｲﾛﾖﾄｳ   ○                

341     ﾃﾝｳｽｲﾛﾖﾄｳ   ○           ○    

342     ｼﾛﾓﾝｵﾋﾞﾖﾄｳ   ○                

343     ﾋﾒｻﾋﾞｽｼﾞﾖﾄｳ   ○ ○     ○   ○ ○  

344     ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ   ○                

345     ﾔﾏｶﾞﾀｱﾂﾊﾞ                 ○  

346     ﾊﾅｵｲｱﾂﾊﾞ                 ○  

347     ｴｿﾞｷﾞｸｷﾝｳﾜﾊﾞ       ○         ○  

348     ｵｵﾊﾞｺﾔｶﾞ           ○        

349     ｼﾏﾖﾄｳ       ○            

350     ﾅｶｼﾞﾛｱﾂﾊﾞ                 ○  

351     ｳｽｷﾐｽｼﾞｱﾂﾊﾞ               ○ ○  

352     ﾄﾋﾞｽｼﾞｱﾂﾊﾞ               ○    

353     ｸﾛｸﾓﾔｶﾞ   ○       ○   ○ ○  

354     ｵｵｼﾗﾅﾐｱﾂﾊﾞ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

355     ｿﾄｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ                 ○  

356     ｸﾛｷｼﾀｱﾂﾊﾞ   ○                

357     ｳﾗｼﾞﾛｱﾂﾊﾞ   ○             ○  

358     ｷﾓﾝｺﾔｶﾞ               ○    

359     ﾁﾋﾞｱﾂﾊﾞ               ○    

360     ｿﾄﾑﾗｻｷｺﾔｶﾞ   ○                

361     ﾋﾒﾈｼﾞﾛｺﾔｶﾞ                 ○  

362     ｳﾝﾓﾝｸﾁﾊﾞ               ○    

363     ｵｵｳﾝﾓﾝｸﾁﾊﾞ     ○     ○        

364     ｱﾄｼﾞﾛｷﾖﾄｳ           ○        

365     ｸｻｼﾛｷﾖﾄｳ     ○              

366     ﾐﾔﾏﾌﾀｵﾋﾞｷﾖﾄｳ       ○            

367     ﾏﾒﾁｬｲﾛｷﾖﾄｳ           ○        

368     ﾌﾀｵﾋﾞｷﾖﾄｳ   ○                

369     ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ   ○ ○ ○            

370     ﾌﾀﾃﾝﾁﾋﾞｱﾂﾊﾞ                 ○  

371     ﾁｬｵﾋﾞﾖﾄｳ   ○ ○              

372     ﾋｹﾞﾌﾞﾄｸﾛｱﾂﾊﾞ                 ○  

373     ﾋﾒｴｸﾞﾘﾊﾞ           ○     ○  

374     ｱｶｴｸﾞﾘﾊﾞ      ○     

375     ｷﾎﾞｼｱﾂﾊﾞ  ○    ○   ○  
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表 11-7-16(11) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

376 (ﾁｮｳ目 

(鱗翅目)) 

(ﾔｶﾞ科) ﾁｬﾊﾞﾈｷﾎﾞｼｱﾂﾊﾞ   ○                

377   ﾎｿｵﾋﾞｱｼﾌﾞﾄｸﾁﾊﾞ           ○        

378     ｷﾞﾝﾓﾝｱｶﾖﾄｳ   ○               ○ 

379     ｸﾛｽｼﾞﾋﾒｱﾂﾊﾞ     ○              

380     ﾊｽｵﾋﾞﾋﾒｱﾂﾊﾞ                 ○  

381     ｲﾈﾖﾄｳ           ○        

382     ﾃﾝｵﾋﾞﾖﾄｳ                 ○  

383     ｵｵｱｶﾏｴｱﾂﾊﾞ           ○        

384     ﾆｾｱｶﾏｴｱﾂﾊﾞ                 ○  

385     ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ   ○             ○  

386     ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ           ○        

387     ﾑﾓﾝｷｲﾛｱﾂﾊﾞ                 ○  

388     ｷｸｷﾝｳﾜﾊﾞ           ○        

389     ｵｵｼﾛﾃﾝｱｵﾖﾄｳ               ○    

390     ｳｽｸﾞﾛｱﾂﾊﾞ   ○                

391   ｺﾌﾞｶﾞ科 ｸﾛｽｼﾞｼﾛｺﾌﾞｶﾞ     ○     ○   ○    

392 ﾊｴ目 

(双翅目) 

ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ｾﾀﾞｶｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ           ○        

393   ﾎｿﾊﾞﾈﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ               ○    

-     Erioptera属の一種                 ○  

394     ｾｱｶﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ               ○    

395   ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科 ﾍﾞｯｺｳｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ   ○                

396     ｴｿﾞﾎｿｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ   ○           ○    

397     ｷｲﾛﾎｿｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ           ○   ○    

398     ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ           ○        

399     ﾏﾀﾞﾗｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ           ○        

-     Tipula 属の一種 ○       ○          

400     ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の一種                 ○  

401   ﾁｮｳﾊﾞｴ科 ﾎｼﾁｮｳﾊﾞｴ     ○              

-     Tinearia属の一種             ○      

402   ﾕｽﾘｶ科 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾋﾒﾕｽﾘｶ     ○     ○     ○  

-     
Ablabesmyia 属
の一種 

            ○     
 

403     ｸﾛﾕｽﾘｶ             ○      

404     ﾊﾀﾞｶﾕｽﾘｶ           ○     ○  

405     ｳｽｲﾛﾕｽﾘｶ     ○              

406     ﾎﾝｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ                 ○  

407     ｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ   ○ ○     ○   ○ ○  

-     
Chironomus 属の

一種 
○   ○   ○   ○     

 

408     ﾌﾀｽｼﾞﾂﾔﾕｽﾘｶ       ○   ○   ○ ○  

409     ﾖﾄﾞﾐﾂﾔﾕｽﾘｶ           ○   ○    

410     ﾐﾂｵﾋﾞﾂﾔﾕｽﾘｶ   ○   ○       ○    
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表 11-7-16(12) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

- 
(ﾊｴ目 

(双翅目)) 

(ﾕｽﾘｶ科) Cricotopus 属の
一種 

    ○   ○   ○   ○ 
 

411     
Cryptochironomus
属の一種 

        ○   ○   ○ 
 

412     
Glyptotendipes属
の一種 

○           ○     
 

413     
Hydrobaenus属の
一種 

○       ○   ○     
 

414     
Macropelopia属の
一種 

        ○   ○     
 

415     ﾑﾅｸﾞﾛﾂﾔﾑﾈﾕｽﾘｶ     ○              

416     
Nanocladius属の
一種 

                ○ 
 

417     
Orthocladius属の
一種 

○                 
 

418     
Paratendipes属の
一種 

        ○         
 

419     ｳｽｲﾛﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ     ○ ○            

420     ﾔﾏﾄﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ   ○ ○ ○   ○        

421     ﾔﾓﾝﾕｽﾘｶ       ○   ○        

-     
Polypedilum属の

一種 
    ○   ○   ○   ○ 

 

422     ｳｽｲﾛｶﾕｽﾘｶ   ○ ○           ○  

-     
Procladius 属の
一種 

○               ○ 
 

423     
Psectrocladius属
の一種 

    ○             
 

424     
Psectrotanypus属
の一種 

    ○   ○         
 

425     
Rheocricotopus属
の一種 

    ○   ○   ○   ○ 
 

426     
Rheotanytarsus属
の一種 

    ○   ○   ○   ○ 
 

427     ﾋﾞﾛｳﾄﾞｴﾘﾕｽﾘｶ   ○ ○ ○            

428     
Stictochironomus
属の一種 

○       ○   ○     
 

429     ｶｽﾘﾓﾝﾕｽﾘｶ     ○           ○  

-     Tanypus属の一種         ○          

430     ｵｵﾔﾏﾋｹﾞﾕｽﾘｶ   ○ ○ ○   ○     ○  

-     
Tanytarsus属の一

種 
    ○   ○   ○   ○ 

 

431     ﾊﾔｾﾋﾒﾕｽﾘｶ                 ○  

432     Tvetenia属の一種         ○       ○  

-     ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科の一種         ○          

-   ﾕｽﾘｶ亜科の一種     ○              

-   ﾕｽﾘｶ科の一種 ○                  
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表 11-7-16(13) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

433 
(ﾊｴ目 
(双翅目)) 

ｶ科 Anopheles 属の
一種 

          ○       
 

434     ﾋﾄｽｼﾞｼﾏｶ   ○       ○     ○  

435     Aedes 属の一種     ○              

436     Culex 属の一種             ○   ○  

437     ｶ科の一種         ○          

438   ﾌﾞﾕ科 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ           ○        

439   ﾀﾏﾊﾞｴ科 ﾀﾏﾊﾞｴ科の一種       ○       ○    

440   
ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ
科 

ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科の
一種 

              ○   
 

441   ﾐｽﾞｱﾌﾞ科 ﾄｹﾞﾅｼﾐｽﾞｱﾌﾞ               ○    

442     ｱﾒﾘｶﾐｽﾞｱﾌﾞ     ○ ○         ○  

443     ﾊﾗｷﾝﾐｽﾞｱﾌﾞ                 ○  

444     ｺｶﾞﾀﾐｽﾞｱﾌﾞ     ○              

445     ｺｳｶｱﾌﾞ   ○       ○        

446   ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ科 ｱｵﾒｱﾌﾞ     ○     ○     ○  

447     ﾅﾐﾏｶﾞﾘｹﾑｼﾋｷ   ○           ○    

448     ｼｵﾔｱﾌﾞ     ○           ○  

449   ﾂﾘｱﾌﾞ科 ｸﾛﾊﾞﾈﾂﾘｱﾌﾞ     ○           ○  

450   ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 ｱｼﾅｶﾞｷﾝﾊﾞｴ   ○ ○         ○ ○  

451     ﾏﾀﾞﾗｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ     ○              

-     
ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科の一
種 

  ○           ○   
 

452   ﾊﾅｱﾌﾞ科 ｵｵﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ           ○        

453     ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○       ○        

454     ｷｺﾞｼﾊﾅｱﾌﾞ       ○            

455     ｼﾏﾊﾅｱﾌﾞ       ○            

456     ﾏﾄﾞﾋﾗﾀｱﾌﾞ     ○           ○  

457     ｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ   ○ ○     ○   ○ ○  

458     ﾙﾘﾊﾅｱﾌﾞ     ○         ○    

459     ﾎｿﾂﾔﾋﾗﾀｱﾌﾞ               ○    

460     ﾎｼﾂﾔﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○       ○   ○    

461     ｼﾏｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ     ○              

462     ｼﾏﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ           ○     ○  

463     ｷｱｼﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ     ○              

464     ｵｵﾊﾅｱﾌﾞ           ○        

465     ﾎｿﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

466     ﾓﾓﾌﾞﾄﾁﾋﾞﾊﾅｱﾌﾞ     ○              

467     ﾏｶﾞｲﾋﾗﾀｱﾌﾞ               ○    

468     ｹﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○                

469   ﾉﾐﾊﾞｴ科 ﾉﾐﾊﾞｴ科の一種               ○    

470   ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科 ﾋﾒﾖｼﾉﾒﾊﾞｴ               ○    
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表 11-7-16(14) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

471 (ﾊｴ目 

(双翅目)) 

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ

科 

ｶｵｼﾞﾛｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ               ○ ○  

472 ﾑﾅｽｼﾞｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ               ○    

473     ｵﾅｼﾞｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ               ○    

474     ｵｳﾄｳｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ     ○              

475     ﾂﾔｶﾌﾞﾄｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ                 ○  

476   ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ科 ﾆﾉﾐﾔﾄﾋﾞｸﾁﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ       ○   ○     ○  

477     ｼｵｻｲﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ           ○        

478     ｶﾉｺｿﾒﾜｹﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ               ○    

479     ﾜﾀﾅﾍﾞﾄｹﾞﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ     ○              

480     ﾐﾅﾐｶﾏﾊﾞｴ                 ○  

481     ﾄｷﾜｸﾛﾂﾔﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ                 ○  

482     ﾊﾏｽ゙ ﾄﾊﾏﾀ゙ ﾗﾐｷ゙ ﾜﾊ゙ ｴ       ○            

483     ﾋﾗｳｷﾌﾞﾈﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ       ○       ○    

484     ｷﾀｳｷﾌﾞﾈﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ     ○              

485   ｼﾏﾊﾞｴ科 ｼﾓﾌﾘｼﾏﾊﾞｴ     ○              

486     ﾔﾌﾞｸﾛｼﾏﾊﾞｴ   ○                

487     ｼﾏﾊﾞｴ科の一種           ○        

488   ｸﾛﾂﾔﾊﾞｴ科 ﾔﾏﾄｸﾛﾂﾔﾊﾞｴ       ○       ○ ○  

489   ﾊﾈﾌﾘﾊﾞｴ科 ﾙﾘﾊﾞｴ           ○        

490   ﾋﾛｸﾁﾊﾞｴ科 ﾀﾞｲｽﾞｺﾝﾘｭｳﾊﾞｴ     ○     ○        

491     ﾑﾈｱｶﾏﾀﾞﾗﾊﾞｴ     ○           ○  

492   ﾔﾁﾊﾞｴ科 ﾌﾞﾁﾏﾙﾋｹﾞﾔﾁﾊﾞｴ   ○                

493     ﾋｹﾞﾅｶﾞﾔﾁﾊﾞｴ           ○     ○  

494   ﾂﾔﾎｿﾊﾞｴ科 ﾋﾄﾃﾝﾂﾔﾎｿﾊﾞｴ   ○           ○    

495   ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科 ﾊﾔﾄﾋﾞﾊﾞｴ科           ○   ○    

496   ﾐﾊﾞｴ科 ﾐｽｼﾞﾐﾊﾞｴ           ○        

497     ﾈｼﾞﾛｸﾛﾐﾊﾞｴ           ○        

498   ﾊﾅﾊﾞｴ科 ﾀﾈﾊﾞｴ   ○           ○    

499   ｸﾛﾊﾞｴ科 ｵｵｸﾛﾊﾞｴ   ○                

500     ﾐﾄﾞﾘｷﾝﾊﾞｴ     ○ ○            

501     ﾐﾔﾏｷﾝﾊﾞｴ     ○              

502     ｺﾁﾋﾞｸﾛﾊﾞｴ                 ○  

503     ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

504   ｲｴﾊﾞｴ科 ｲﾈｸｷｲｴﾊﾞｴ           ○        

505     ｺｼｱｷﾊﾅﾚﾒｲｴﾊﾞｴ   ○ ○              

506     ｱｼﾏﾀﾞﾗﾊﾅﾚﾒｲｴﾊﾞｴ   ○ ○ ○       ○ ○  

507     Coenosia属の一種       ○            

508     ｶｶﾞﾊﾅｹﾞﾊﾞｴ   ○           ○    

509     ｾﾏﾀﾞﾗｲｴﾊﾞｴ               ○    

510   ｼﾅﾎｿｶﾄﾘﾊﾞｴ   ○ ○ ○       ○ ○  

511   ﾍﾘｸﾞﾛﾊﾅﾚﾒｲｴﾊﾞｴ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

512   ｼﾘﾓﾁﾊﾅﾚﾒｲｴﾊﾞｴ     ○     ○     ○  

513   ｻｼﾊﾞｴ           ○        
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表 11-7-16(15) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

514 (ﾊｴ目 

(双翅目)) 

ﾆｸﾊﾞｴ科 ﾎﾘﾆｸﾊﾞｴ   ○ ○ ○       ○    

515   ｼﾘｸﾞﾛﾆｸﾊﾞｴ     ○ ○   ○        

516     ｾﾝﾁﾆｸﾊﾞｴ     ○              

517     ﾅﾐﾆｸﾊﾞｴ     ○              

518     ｺﾆｸﾊﾞｴ     ○           ○  

519   ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 ﾌﾞﾗﾝｺﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ               ○    

520     ﾉｺｷﾞﾘﾊﾘﾊﾞｴ       ○            

521     ｷﾅｺﾊﾘﾊﾞｴ               ○    

522     ｶｲｺﾉｳｼﾞﾊﾞｴ     ○ ○            

523     ﾁﾋﾞﾊﾏｷﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ                 ○  

524     ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種     ○              

525 ｺｳﾁｭｳ目 

(鞘翅目) 

ﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ科 ｵｵﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ   ○                

526 ﾐｲﾃﾞﾗｺﾞﾐﾑｼ     ○              

527   ｵｻﾑｼ科 ｷｲﾛﾁﾋﾞｺﾞﾓｸﾑｼ   ○ ○           ○  

528     ｱｵｸﾞﾛﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ               ○    

529     ﾀﾝｺﾞﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ   ○                

530     ｵｸﾞﾗﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ               ○    

531     ｵｵﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ               ○    

532     ｺﾞﾐﾑｼ                 ○  

533     ｷﾍﾞﾘｺﾞﾓｸﾑｼ                 ○  

534     ﾑﾈﾐｿﾞﾁﾋﾞｺﾞﾓｸﾑｼ   ○                

535     ﾖﾂﾎﾞｼﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ   ○                

536     
ﾏｲﾏｲｶﾌ゙ ﾘ関東中部
地方亜種 

    ○ ○   ○       
 

537     ｱﾄﾜｱｵｺﾞﾐﾑｼ     ○           ○  

538     ｵｵｽﾅﾊﾗｺﾞﾐﾑｼ     ○              

539     ｾｱｶﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ   ○   ○       ○    

540     ﾑﾈｱｶﾁﾋ゙ ﾋｮｳﾀﾝｺ゙ ﾐﾑｼ                 ○  

541     ﾁﾋﾞﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ     ○           ○  

542     ｵｵｺﾞﾓｸﾑｼ       ○            

543     ｹｳｽｺﾞﾓｸﾑｼ       ○            

544     ﾋﾒｹｺﾞﾓｸﾑｼ       ○            

545     ｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ       ○            

546     ﾋﾗﾀｺﾞﾓｸﾑｼ       ○            

547     ｳｽｱｶｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ       ○            

548     ｱｶｱｼﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾓｸﾑｼ   ○ ○              

549     ｵｵｺﾞﾐﾑｼ               ○    

550     ｸﾋﾞﾅｶﾞｺﾞﾓｸﾑｼ   ○                
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表 11-7-16(16) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

551 (ｺｳﾁｭｳ目 

(鞘翅目)) 

(ｵｻﾑｼ科) ﾎｿﾁﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ       ○            

552   ｶﾗｶﾈｺﾞﾓｸﾑｼ       ○   ○   ○    

553     ｵｵﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ                 ○  

554     ｵｵﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ   ○ ○              

555     ﾄｯｸﾘﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ   ○                

556     ｸﾛｵｵﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ   ○                

557     ﾎｿﾋｮｳﾀﾝｺﾞﾐﾑｼ     ○              

558     ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ   ○ ○ ○            

559     ﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ   ○                

560     ﾂﾔﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ   ○                

561     ｲﾂﾎｼﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ   ○                

562     ﾋﾗﾀｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ     ○           ○  

563     ｸﾘｲﾛｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ                 ○  

564     ｳｽﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ                 ○  

565     ﾖﾂﾓﾝｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ     ○           ○  

566     ﾋﾒﾂﾔｺﾞﾓｸﾑｼ     ○              

567   ﾊﾝﾐｮｳ科 ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ                 ○  

568     ﾄｳｷｮｳﾋﾒﾊﾝﾐｮｳ                 ○  

569     ｺﾊﾝﾐｮｳ                 ○  

570   ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 ﾊｲｲﾛｹﾞﾝｺﾞﾛｳ     ○ ○   ○   ○ ○  

571     ｺｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ     ○           ○  

572     ﾁﾋﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ                 ○  

573   ｶﾞﾑｼ科 ﾄｹﾞﾊﾞｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ   ○ ○           ○  

574     ｳｽﾓﾝｹｼｶﾞﾑｼ                 ○  

575     ｱｶｹｼｶﾞﾑｼ               ○ ○  

576     
Coelostoma 属の

一種 
                ○ 

 

577     ｺｶﾞﾑｼ   ○ ○     ○   ○ ○ ○ 

578     ﾎｿｹｼｶﾞﾑｼ               ○    

579     ﾋﾒｶﾞﾑｼ     ○ ○         ○  

580   ﾀﾏｷﾉｺﾑｼ科 ｵﾁﾊﾞﾋﾒﾀﾏｷﾉｺﾑｼ       ○            

581   ﾊﾈｶｸｼ科 ｷﾍﾞﾘｶﾜﾍﾞﾊﾈｶｸｼ     ○ ○            

582     ﾂﾏｸﾞﾛｶﾜﾍﾞﾊﾈｶｸｼ     ○              

583     ﾁﾋ゙ ﾂﾂﾆｾﾕﾐｾﾐｿ゙ ﾊﾈｶｸｼ   ○                

584     ｷﾊﾞﾈﾋﾒﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ   ○                

585     ﾆｾﾋﾒﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ   ○ ○              

586     ﾔﾏﾄﾑﾅﾋﾞﾛｺｹﾑｼ   ○                

587     ｸﾛｽﾞﾄｶﾞﾘﾊﾈｶｸｼ     ○              

588     ｶﾊﾞｲﾛﾊﾊﾞﾋﾞﾛﾊﾈｶｸｼ               ○    

589     ｱｶﾊﾞﾋﾒﾎｿﾊﾈｶｸｼ     ○           ○  

590     ｸﾛｶﾜﾍﾞﾅｶﾞｴﾊﾈｶｸｼ                 ○  

591     ｱﾛｳﾊﾈﾅｶﾞﾖﾂﾒﾊﾈｶｸｼ                 ○  

592     ｱｵﾊﾞｱﾘｶﾞﾀﾊﾈｶｸｼ   ○ ○ ○       ○ ○  
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表 11-7-16(17) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

593 (ｺｳﾁｭｳ目 

(鞘翅目)) 

(ﾊﾈｶｸｼ科) ｷｱｼﾁﾋﾞｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ     ○           ○  

594   ｷﾇｺｶﾞｼﾗﾊﾈｶｸｼ     ○              

595     
ﾆｾﾋｹﾞﾅｶﾞｺｶﾞｼﾗﾊﾈ

ｶｸｼ 
  ○             ○ 

 

596     ｸﾛﾋﾒｶﾜﾍﾞﾊﾈｶｸｼ               ○    

597     ｻﾋﾞｲﾛﾓﾝｷﾊﾈｶｸｼ               ○    

598     ﾁｬｲﾌﾞｼﾂﾔﾑﾈﾊﾈｶｸｼ     ○              

599     ﾎｿﾁｬﾊ゙ ﾈｺｶ゙ ｼﾗﾊﾈｶｸｼ     ○              

600     ﾂﾏｷｹｼﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ       ○            

601     ﾁﾋﾞﾋﾒｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾈｶｸｼ                 ○  

602     Stenus 属の一種   ○                

603     ﾔﾏﾄﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ     ○ ○   ○     ○  

604   ﾏﾙﾊﾅﾉﾐﾀﾞﾏｼ科 ﾂﾏｱｶﾏﾙﾊﾅﾉﾐﾀﾞﾏｼ     ○              

605   ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ科 ﾋﾒﾁﾋﾞﾏﾙﾊﾅﾉﾐ                 ○  

606     ﾄﾋﾞｲﾛﾏﾙﾊﾅﾉﾐ                 ○  

607   ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ      ○ ○   ○     ○  

608     ﾄﾞｳｶﾞﾈﾌﾞｲﾌﾞｲ     ○              

609     ﾋﾒｻｸﾗｺｶﾞﾈ     ○           ○  

610     ﾋﾒｺｶﾞﾈ     ○           ○  

611     ｾﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ   ○ ○         ○    

612     ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ           ○   ○    

613     ｸﾛｺｶﾞﾈ                 ○  

614     ｱｶﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ     ○           ○  

615     ﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ                 ○  

616     ｺﾌｷｺｶﾞﾈ                 ○  

617     ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ                 ○  

618     ﾏﾒｺｶﾞﾈ     ○         ○ ○  

619     ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ      ○     ○     ○  

620     ｶﾅﾌﾞﾝ     ○              

621     ﾎｿｹｼﾏｸﾞｿｺｶﾞﾈ     ○              

622     ｶﾌﾞﾄﾑｼ      ○           ○  

623   ﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ科 ｼﾗﾌﾁﾋﾞﾏﾙﾄｹﾞﾑｼ           ○        

624   ﾁﾋﾞﾄﾞﾛﾑｼ科 ﾁﾋﾞﾄﾞﾛﾑｼ                 ○  

625   ﾀﾏﾑｼ科 ﾋｼﾓﾝﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ           ○        

626     ｳｸﾞｲｽﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ     ○              

627     ﾀﾏﾑｼ     ○              

628     ﾔﾉﾅﾐｶﾞﾀﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ   ○                

629   ｺﾒﾂｷﾑｼ科 ｻﾋﾞｷｺﾘ   ○ ○ ○   ○     ○  

630     ｺｶﾞﾀﾋﾒｻﾋﾞｷｺﾘ     ○              

631     ﾋﾒｻﾋﾞｷｺﾘ   ○                

632     ｵｵｸﾛﾅｶﾞｺﾒﾂｷ               ○    

633     ﾁｬｲﾛｺﾒﾂｷ                 ○  

634     ｸｼｺﾒﾂｷ               ○    

635   ｸﾛｺﾊﾅｺﾒﾂｷ     ○              

636   ｺﾊﾅｺﾒﾂｷ   ○                

637   ﾏﾀﾞﾗﾁﾋﾞｺﾒﾂｷ       ○            
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表 11-7-16(18) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

638 (ｺｳﾁｭｳ目 

(鞘翅目)) 

ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ科 ｾﾎﾞｼｼﾞｮｳｶｲ               ○    

639 ｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ科 ﾋﾒﾏﾙｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ   ○           ○    

640     ｶﾏｷﾘﾀﾏｺﾞｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ           ○        

641     ﾁｬﾏﾀﾞﾗｶﾂｵﾌﾞｼﾑｼ   ○                

642   ｶｯｺｳﾑｼ科 ﾔﾏﾄﾋﾒﾒﾀﾞｶｶｯｺｳﾑｼ               ○    

643   ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ科 ﾋﾛｵﾋﾞｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ     ○         ○    

644   ﾙﾘｷｵﾋﾞｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ               ○    

645   ﾃﾝﾄｳﾑｼ科 ﾑｰｱｼﾛﾎｼﾃﾝﾄｳ                 ○  

646     ﾋﾒｱｶﾎｼﾃﾝﾄｳ           ○        

647     ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○ ○ ○   ○   ○    

648     ﾅﾐﾃﾝﾄｳ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

649     ﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○ ○              

650     ｼﾞｭｳｻﾝﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○ ○              

651     ｷｲﾛﾃﾝﾄｳ                  ○  

652     ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾃﾝﾄｳ       ○            

653     ﾖﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳ     ○              

654     ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

655     ｸﾓｶﾞﾀﾃﾝﾄｳ     ○ ○         ○  

656     ﾊﾞﾊﾞﾋﾒﾃﾝﾄｳ           ○        

657     ｸﾛﾍﾘﾋﾒﾃﾝﾄｳ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

658     ｸﾛﾋﾒﾃﾝﾄｳ                 ○  

659     ｶﾜﾑﾗﾋﾒﾃﾝﾄｳ     ○              

660     ｺｸﾛﾋﾒﾃﾝﾄｳ   ○ ○         ○    

661     ﾔﾏﾄﾋﾒﾃﾝﾄｳ   ○           ○    

662     ﾒﾂﾌﾞﾃﾝﾄｳ           ○        

663   ｷｽｲﾑｼ科 ｷｲﾛｾﾏﾙｷｽｲ           ○        

664     ﾅｶﾞﾏﾙｷｽｲ               ○    

665     ﾏﾙｶﾞﾀｷｽｲ       ○            

666   ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ﾖﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳﾀﾞﾏｼ     ○     ○   ○ ○  

667   ﾋﾒﾏｷﾑｼ科 ｳｽﾁｬｹｼﾏｷﾑｼ   ○   ○   ○     ○  

668   ｹｼｷｽｲ科 ﾋﾒﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ               ○    

669     ﾎｿｷﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ               ○    

670     ﾓﾝﾁﾋﾞﾋﾗﾀｹｼｷｽｲ     ○              

671     ｱｶﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ               ○    

672     ｶﾀﾍﾞﾆﾃﾞｵｷｽｲ       ○            

673   ﾋﾒﾊﾅﾑｼ科 ｴﾑﾓﾝﾁﾋﾞﾋﾒﾊﾅﾑｼ           ○        

674   ﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ科 ﾐﾂﾓﾝｾﾏﾙﾋﾗﾀﾑｼ     ○              

675   ｱﾘﾓﾄﾞｷ科 ｳｽﾓﾝﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ      ○              

676     ｱｶﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ               ○    

677   ﾊﾅﾉﾐ科 ﾅﾐｱｶﾋﾒﾊﾅﾉﾐ     ○              

678     ｸﾛﾋﾒﾊﾅﾉﾐ   ○ ○              
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表 11-7-16(19) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

679 (ｺｳﾁｭｳ目 

(鞘翅目)) 

ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ科 ﾋﾒﾅｶﾞﾆｼﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ               ○    

680   ｺｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ     ○     ○   ○ ○  

681     ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ     ○              

682     ｱｵﾂﾔｷﾉｺｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ     ○              

683     ﾍﾞﾆﾓﾝｷﾉｺｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ     ○              

684   ｶﾐｷﾘﾑｼ科 ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ     ○         ○    

685     ﾀｹﾄﾗｶﾐｷﾘ                 ○  

686     ﾆｾﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ               ○    

687     ｷﾎﾞｼｶﾐｷﾘ     ○     ○        

688   ﾊﾑｼ科 ﾋﾒｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ     ○ ○       ○ ○  

689     ｲﾁｺﾞｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ   ○ ○ ○   ○        

690     ｺｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ     ○ ○            

691     ｳﾘﾊﾑｼ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

692     ｸﾛｳﾘﾊﾑｼ   ○ ○ ○   ○   ○    

693     ｱｵﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ   ○ ○         ○    

694     ﾋﾒｶﾒﾉｺﾊﾑｼ               ○    

695     ﾖﾓｷﾞﾊﾑｼ   ○                

696     ｲﾓｻﾙﾊﾑｼ   ○                

697     ｸﾜﾊﾑｼ   ○           ○    

698     ｺｶﾞﾀﾙﾘﾊﾑｼ   ○           ○    

699     ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ           ○   ○ ○  

700     ｸﾛﾄｹﾞﾊﾑｼ   ○                

701     ｷﾍﾞﾘｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ               ○    

702     ｷｵﾋﾞｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ           ○       ○ 

703     ｱｶｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ     ○              

704     ﾔﾏｲﾓﾊﾑｼ     ○ ○            

705     ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ       ○         ○  

706     ﾙﾘﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ     ○           ○  

707     ﾏﾙｷﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ   ○ ○ ○   ○     ○  

708     ﾖﾂﾎﾞｼﾊﾑｼ     ○              

709     ﾀﾞｲｺﾝｻﾙﾊﾑｼ     ○         ○    

710     ﾁｬﾊﾞﾈﾂﾔﾊﾑｼ               ○    

711     ﾔﾅｷﾞﾙﾘﾊﾑｼ     ○     ○     ○  

712     ﾅｽﾅｶﾞｽﾈﾄﾋﾞﾊﾑｼ   ○           ○ ○  

713     ﾙﾘﾅｶﾞｽﾈﾄﾋﾞﾊﾑｼ               ○    

714     ﾅﾄﾋﾞﾊﾑｼ               ○    

715     ｻﾝｺﾞｼﾞｭﾊﾑｼ     ○              

716     ﾆﾚﾊﾑｼ               ○    

717   
ﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ

科 

ｷﾉｺﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ  
    ○             
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表 11-7-16(20) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

718 (ｺｳﾁｭｳ目 

(鞘翅目)) 

ﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ科 ｹﾌﾞｶﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ     ○              

719   ﾋﾚﾙﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ           ○        

720   ｵﾄｼﾌﾞﾐ科 ｸﾛｹｼﾂﾌﾞﾁｮｯｷﾘ     ○              

721   ｿﾞｳﾑｼ科 ﾂﾂｿﾞｳﾑｼ   ○                

722     ﾀﾞｲｺﾝｻﾙｿﾞｳﾑｼ   ○                

723     ｱｵﾊﾞﾈｻﾙｿﾞｳﾑｼ               ○    

724     ｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ     ○     ○        

725     ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾀｺｿﾞｳﾑｼ   ○                

726     ｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ     ○              

727     ﾂﾂｼﾞﾄｹﾞﾑﾈｻﾙｿﾞｳﾑｼ                 ○  

728     ﾆﾚﾉﾐｿﾞｳﾑｼ               ○    

729     ｱｶｱｼﾉﾐｿﾞｳﾑｼ           ○        

730     ﾂﾉﾋｹﾞﾎﾞｿｿﾞｳﾑｼ   ○                

731     ｽｸﾞﾘｿﾞｳﾑｼ     ○     ○     ○  

732     ﾋﾚﾙｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ               ○ ○  

733     ﾁﾋﾞｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ   ○           ○    

734   ｲﾈｿﾞｳﾑｼ科 ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ                 ○  

735   ﾁﾋﾞｿﾞｳﾑｼ科 ﾓﾝﾁﾋﾞｿﾞｳﾑｼ   ○                

736 ﾊﾁ目 

(膜翅目) 

ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ科 ﾆﾎﾝﾁｭｳﾚﾝｼﾞ               ○    

737   ﾙﾘﾁｭｳﾚﾝｼﾞ       ○         ○  

738   ﾊﾊﾞﾁ科 ﾊｸﾞﾛﾊﾊﾞﾁ     ○     ○   ○    

739     ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ       ○            

740     ｸｼﾋｹﾞﾊﾊﾞﾁ               ○    

741     ｵｽｸﾞﾛﾊﾊﾞﾁ   ○           ○    

742     ｸﾛﾊﾞｱｶﾏﾙﾊﾊﾞﾁ                 ○  

743   ｸｷﾊﾞﾁ科 ｸﾛﾊﾞｸｷﾊﾞﾁ               ○    

744   ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科 ｽｶｼﾊﾞｺﾏﾕﾊﾞﾁ           ○     ○  

745     ｶﾓﾄﾞｷﾊﾞﾁ   ○                

746     ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科   ○                

747   ﾋﾒﾊﾞﾁ科 ｱｵﾑｼﾋﾗﾀﾋﾒﾊﾞﾁ   ○       ○        

748     Netelia属の一種   ○       ○   ○    

749     ｷｱｼｵﾅｶﾞﾄｶﾞﾘﾋﾒﾊﾞﾁ                 ○  

750     ﾎｳﾈﾝﾀﾜﾗﾁﾋﾞｱﾒﾊﾞﾁ               ○ ○  

751     ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐｾｱｶﾋﾒﾊﾞﾁ               ○    

752     ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種   ○                

753   ｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ科 ｱｼｱｶﾂﾔｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ       ○            

754     ﾊｴﾔﾄﾞﾘｱｼﾌﾞﾄｺﾊﾞﾁ     ○     ○        

755   ｶﾀﾋﾞﾛｺﾊﾞﾁ科 ﾓｳｿｳﾀﾏｺﾞﾊﾞﾁ                 ○  

756   ｼﾘｱｹﾞｺﾊﾞﾁ科 ｼﾘｱｹﾞｺﾊﾞﾁ     ○              
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表 11-7-16(21) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

757 (ﾊﾁ目 

(膜翅目)) 

ｱﾘ科 ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞｱﾘ               ○    

758   ｵｵﾊﾘｱﾘ   ○ ○     ○     ○  

759     ﾅｶｽｼﾞﾊﾘｱﾘ     ○              

760     ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ   ○ ○     ○   ○ ○  

761     ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘ     ○     ○        

762     ﾂﾔｼﾘｱｹﾞｱﾘ       ○            

763     ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

764     ﾃﾗﾆｼｼﾘｱｹﾞｱﾘ     ○         ○ ○  

765     ﾊﾔｼｸﾛﾔﾏｱﾘ               ○    

766     ｸﾛﾔﾏｱﾘ     ○     ○     ○  

767     ﾆｾﾊﾘｱﾘ       ○            

768     ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ   ○ ○     ○   ○ ○  

769     ｸﾛﾋﾒｱﾘ     ○              

770     ﾋﾒｱﾘ   ○   ○   ○   ○ ○  

771     ｱﾒｲﾛｱﾘ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

772     ﾙﾘｱﾘ               ○    

773     ｻｸﾗｱﾘ   ○ ○           ○  

774     ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ               ○    

775     ｵｵｽﾞｱﾘ     ○              

776     ｱﾐﾒｱﾘ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

777     ﾄﾌｼｱﾘ                 ○  

778     ﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ   ○ ○     ○   ○    

779     ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

780   
ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ科 ｵｵﾌﾀｵﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ

本土亜種 
    ○           ○ 

 

781     ｵﾃﾞｺﾌﾀｵﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ     ○              

782     ﾐｶﾄﾞﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ     ○              

783     ﾑﾓﾝﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ     ○              

784     
ﾐｶﾄﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ本土

亜種 
    ○             

 

785     ｴﾝﾄﾂﾄﾞﾛﾊﾞﾁ                 ○  

786     ｽｽﾞﾊﾞﾁ     ○              

787     
ﾌﾀﾓﾝｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ本

土亜種 
  ○ ○ ○   ○   ○ ○ 

 

788     ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ     ○ ○   ○       ○ 

789     
ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ本

土亜種 
  ○ ○ ○   ○   ○ ○ 

 

790     
ｷｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ本土

亜種 
    ○ ○           

 

791     ｺｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ     ○              

792     ｶﾀｸﾞﾛﾁﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ     ○              

793     ｷｵﾋﾞﾁﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ     ○ ○   ○     ○  

794     ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ   ○ ○ ○   ○        

795     ﾋﾒｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ     ○              
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表 11-7-16(22) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

796 (ﾊﾁ目 

(膜翅目)) 

ｸﾓﾊﾞﾁ科 ﾏｴｱｶｸﾓﾊﾞﾁ   ○                

797   ｵｵﾓﾝｸﾛｸﾓﾊﾞﾁ     ○           ○  

798     ﾍﾞｯｺｳｸﾓﾊﾞﾁ     ○              

799     ｱｵｽｼﾞｸﾓﾊﾞﾁ     ○             ○ 

800   
ｺﾂﾁﾊﾞﾁ科 ｱｶﾊｺﾂﾁﾊﾞﾁ本土

沖縄亜種 
          ○       

 

801     ﾊﾙｺﾂﾁﾊﾞﾁ     ○              

802   
ﾂﾁﾊﾞﾁ科 ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ本

土亜種 
    ○ ○   ○       

 

803     ｷﾝｹﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ           ○        

804     ｺﾓﾝﾂﾁﾊﾞﾁ     ○              

805     
ｱｶｽｼﾞﾂﾁﾊﾞﾁ本土

亜種 
  ○               

 

806     ｵｵﾓﾝﾂﾁﾊﾞﾁ     ○           ○  

807   ｷﾞﾝｸﾞﾁﾊﾞﾁ科 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞｷﾞﾝｸﾞﾁ           ○        

808     ｸﾗﾗｷﾞﾝｸﾞﾁ     ○              

809     ﾔﾏﾄﾄｹﾞｱﾅﾊﾞﾁ               ○    

810   ﾄﾞﾛﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ科 ﾐｽｼﾞｱﾜﾌｷﾊﾞﾁ   ○                

811   ｷｱｼﾊﾅﾀﾞｶﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ                 ○ ○ 

812   ｱﾘﾏｷﾊﾞﾁ科 ｱｼｼﾞﾛﾖｺﾊﾞｲﾊﾞﾁ   ○                

813   ﾌｼﾀﾞｶﾊﾞﾁ科 ﾏﾙﾓﾝﾂﾁｽｶﾞﾘ     ○           ○  

814   ｱﾅﾊﾞﾁ科 ｺｸﾛｱﾅﾊﾞﾁ     ○           ○  

815     ｱﾒﾘｶｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ     ○     ○     ○  

816   ﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ科 ｱｷﾉﾔﾏﾃﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ       ○            

817     ｱﾌﾞﾗﾅﾏﾒﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ   ○                

818   ﾐﾂﾊﾞﾁ科 ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁ   ○ ○ ○       ○    

819     ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ   ○ ○ ○   ○   ○ ○  

820     ｷｵﾋﾞﾂﾔﾊﾅﾊﾞﾁ     ○              

821     ﾆｯﾎﾟﾝﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾊﾞﾁ   ○                

822     ｼﾛｽｼﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾊﾞﾁ   ○                

823     ｷﾑﾈｸﾏﾊﾞﾁ     ○ ○       ○ ○  

824     ﾀｲﾜﾝﾀｹｸﾏﾊﾞﾁ   ○ ○           ○  

825   ﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ科 ｱｼﾌﾞﾄﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ       ○            

826     ﾋﾗｼﾏﾒﾝﾊﾅﾊﾞﾁ           ○        

827     ﾏﾂﾑﾗﾒﾝﾊﾅﾊﾞﾁ       ○   ○   ○    

828     ﾋﾒﾒﾝﾊﾅﾊﾞﾁ     ○              

829     ﾆｯﾎﾟﾝﾒﾝﾊﾅﾊﾞﾁ   ○                
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表 11-7-16(23) 昆虫類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 秋季 冬季 春季 夏季 

830 (ﾊﾁ目 

(膜翅目)) 

ｺﾊﾅﾊﾞﾁ科 ｱｶｶﾞﾈｺﾊﾅﾊﾞﾁ   ○ ○ ○            

831   ﾎｸﾀﾞｲｺﾊﾅﾊﾞﾁ     ○              

832     ｳﾏﾂﾞﾗﾁﾋﾞﾊﾅﾊﾞﾁ           ○        

833     ﾂﾔﾁﾋﾞｺﾊﾅﾊﾞﾁ     ○         ○    

834     ｻﾋﾞｲﾛｶﾀｺﾊﾅﾊﾞﾁ     ○              

835     ﾆｯﾎﾟﾝｶﾀｺﾊﾅﾊﾞﾁ   ○ ○         ○ ○  

836     ｼﾛｽｼﾞｶﾀｺﾊﾅﾊﾞﾁ     ○         ○    

837     ｵｵｴﾁﾋﾞｺﾊﾅﾊﾞﾁ     ○              

838     ﾌﾀﾓﾝｶﾀｺﾊﾅﾊﾞﾁ   ○       ○        

839     ｹﾅｶﾞﾁﾋﾞｺﾊﾅﾊﾞﾁ     ○         ○ ○  

840     ﾆｯﾎﾟﾝﾔﾄﾞﾘｺﾊﾅﾊﾞﾁ       ○            

841   ﾊｷﾘﾊﾞﾁ科 ｷｮｳﾄｷﾇｹﾞﾊｷﾘﾊﾞﾁ   ○ ○ ○   ○   ○    

842     
ﾊﾞﾗﾊｷﾘﾊﾞﾁ本土

亜種 
    ○ ○           

 

843     ﾂﾙｶﾞﾊｷﾘﾊﾞﾁ       ○            

844     
ﾑﾅｶﾀﾊｷﾘﾊﾞﾁ本土

亜種 
    ○             

 

合計 13 目 180 科 844 種 
16 

種 

223

種 

335

種 

215

種 

22 

種 

251

種 

21 

種 

237

種 

353

種 

8 

種 

注 1）分類、配列などは基本的に「令和 3 年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和 3年、国土交通省）

に準拠した。 

注 2）同一種の可能性がある種は、種数をカウントしないこととした。（最左列が「-」の行が該当） 
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b） 重要な昆虫類 

現地調査で確認された種のうち、重要な昆虫類はノシメトンボ、アシナガモモブトスカシバ、ギ

ンモンアカヨトウ、コガムシ、キオビクビボソハムシ、ヤマトアシナガバチ、アオスジクモバチ、

キアシハナダカバチモドキの 8種でした。 

現地調査で確認された重要な昆虫類を表 11-7-17 に示します。 

 

表 11-7-17 現地調査により確認された重要な昆虫類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 
ﾄﾝﾎﾞ目 

(蜻蛉目) 
ﾄﾝﾎﾞ科 ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ     NT 

2 ﾁｮｳ目 

(鱗翅目) 

ｽｶｼﾊﾞｶﾞ科 ｱｼﾅｶﾞﾓﾓﾌﾞﾄｽｶｼﾊﾞ    VU  

3 ﾔｶﾞ科 ｷﾞﾝﾓﾝｱｶﾖﾄｳ    VU  

4 ｺｳﾁｭｳ目 

(鞘翅目) 

ｶﾞﾑｼ科 ｺｶﾞﾑｼ    DD  

5 ﾊﾑｼ科 ｷｵﾋﾞｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ     DD 

6 ﾊﾁ目 

(膜翅目) 

ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ科 ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ    DD  

7 ｸﾓﾊﾞﾁ科 ｱｵｽｼﾞｸﾓﾊﾞﾁ    DD  

8 ﾄﾞﾛﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ科 ｷｱｼﾊﾅﾀﾞｶﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ    VU  

合計 4 目 8 科 8 種 0 種 0 種 0 種 6 種 2 種 

注）選定基準（選定基準番号）及びランクは表 11-7-3 に示すとおりである。 
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⑦ 底生動物 

a） 底生動物の生息状況 

現地調査の結果、表 11-7-18(1)～(2)に示すとおり、7 綱 13 目 24 科 41 種の底生動物が確認さ

れました。 

確認された底生動物は、アメリカナミウズムシ、ヒメタニシ、ドブシジミ、エラミミズ、ヌマビ

ル、スジエビ等でした。 

※底生動物の現地調査で確認された昆虫類を除く 

 

表 11-7-18(1) 底生動物確認種一覧 

No. 綱名 目名 科名 種名 

調査時期 
重要 

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 夏季 冬季 冬季 夏季 

1 普通海綿綱 ｻﾞﾗｶｲﾒﾝ目 ﾀﾝｽｲｶｲﾒﾝ科 ﾀﾝｽｲｶｲﾒﾝ科の一種   〇        

2 有棒状体綱 三岐腸目 ｻﾝｶｸｱﾀﾏｳｽﾞ

ﾑｼ科 

ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ       〇 〇  

3 ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ   〇 〇 〇 〇  

-       三岐腸目の一種   〇        

4 腹足綱 新生腹足目 ﾘﾝｺﾞｶﾞｲ科 ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲ 〇 〇 〇 〇 〇  

5   ﾀﾆｼ科 ﾏﾙﾀﾆｼ   〇   〇   ○ 

6       ﾋﾒﾀﾆｼ   〇 〇 〇 〇  

7   汎有肺目 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科 ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ     〇 〇 〇  

8       ﾊﾌﾞﾀｴﾓﾉｱﾗｶﾞｲ   〇 〇 〇    

-       ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科の一種   〇        

9     ｻｶﾏｷｶﾞｲ科 ｻｶﾏｷｶﾞｲ 〇 〇 〇 〇 〇  

10     ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ科 ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ       〇 〇 ○ 

11       ﾋﾛﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ       〇 〇  

-       ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ科の一種         〇  

12     ｶﾜｺｻﾞﾗｶﾞｲ科 ｶﾜｺｻﾞﾗｶﾞｲ   〇 〇      

-       ｶﾜｺｻﾞﾗｶﾞｲ属の一種       〇    

13 二枚貝綱 ｲｼｶﾞｲ目 ｲｼｶﾞｲ科 ﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ属の一種 〇         ○※ 

14   ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ目 ｼｼﾞﾐ科 ｼｼﾞﾐ属の一種 〇 〇 〇 〇 〇  

15   ﾄﾞﾌﾞｼｼﾞﾐ科 ﾄﾞﾌﾞｼｼﾞﾐ 〇 〇 〇 〇 〇  

16 ﾐﾐｽﾞ綱 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ目 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科 ｵﾖｷﾞﾐﾐｽﾞ科の一種   〇 〇 〇 〇  

17   ｲﾄﾐﾐｽﾞ目 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科 ｴﾗｵｲﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ         〇  

18       ｴﾗﾐﾐｽﾞ 〇 〇 〇 〇 〇  

19       ﾕﾘﾐﾐｽﾞ 〇 〇 〇 〇 〇  

20       ﾊﾘﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ     〇      

21       ﾅﾐﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ   〇 〇 〇 〇  

22       ｸﾛｵﾋﾞﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ     〇 〇 〇  

23       ﾆｾﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属の一種       〇 〇  

24    ﾖｺﾞﾚﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ       〇 〇  

25    ﾃﾝｸﾞﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ   〇   〇 〇  

-    ｲﾄﾐﾐｽﾞ亜科の一種   〇 〇      

-    ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科の一種 〇     〇 〇  

26   ﾂﾘﾐﾐｽﾞ科 ﾂﾘﾐﾐｽﾞ科の一種   〇        

-    ﾐﾐｽﾞ綱の一種 〇          

  



11-7-48 

表 11-7-18(2) 底生動物確認種一覧 

No. 綱名 目名 科名 種名 

調査時期 
重要

な種 
H31/R1 R2 R3 

冬季 夏季 冬季 冬季 夏季 

27 ﾋﾙ綱 吻蛭目 ﾋﾗﾀﾋﾞﾙ科 ﾊﾊﾞﾋﾛﾋﾞﾙ   〇 〇 〇 〇  

28       ﾇﾏﾋﾞﾙ 〇 〇 〇 〇 〇  

29   吻無蛭目 ﾍﾓﾋﾟ科 ｾｽｼﾞﾋﾞﾙ   〇     〇  

30       ｳﾏﾋﾞﾙ   〇 〇      

31     ｲｼﾋﾞﾙ科 ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ 〇 〇 〇 〇 〇  

32       ﾋﾞﾛｳﾄﾞｲｼﾋﾞﾙ       〇    

-       ｲｼﾋﾞﾙ科の一種 〇          

33     ﾅｶﾞﾚﾋﾞﾙ科 ﾇﾏｲｼﾋﾞﾙ       〇 〇  

34       ｷﾊﾞﾋﾞﾙ       〇    

-       ﾅｶﾞﾚﾋﾞﾙ科の一種   〇 〇      

35 軟甲綱 ﾖｺｴﾋﾞ目 ﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ科 ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ 〇 〇 〇 〇 〇  

36   ﾜﾗｼﾞﾑｼ目 ﾐｽﾞﾑｼ(甲)科 ﾐｽﾞﾑｼ(甲) 〇 〇 〇 〇 〇  

37   ｴﾋﾞ目 ﾇﾏｴﾋﾞ科 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属の一種 〇 〇 〇 〇 〇  

38     ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ 〇     〇 〇  

39       ｽｼﾞｴﾋﾞ 〇 〇 〇   〇  

40     ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ科 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 〇 〇 〇 〇 〇  

41     ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ科 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ   〇 〇      

合

計 
7 綱 13 目 24 科 41 種 15 種 27 種 26 種 32 種 30 種 3 種 

注 1）分類、配列などは基本的に「令和 3 年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和 3年、国土交通

省）に準拠した。 

注 2）同一種の可能性がある種は、種数をカウントしないこととした。（最左列が「-」の行が該当） 

※ 幼貝の確認であり、同定が困難であったため、ドブガイ属の一種として重要な種に選定した。 

 

 

b） 重要な底生動物 

現地調査で確認された種のうち、重要な底生動物はマルタニシ、ヒラマキミズマイマイ、ドブガ

イ属の一種の 3種でした。 

現地調査で確認された重要な底生動物を表 11-7-19 に示します。 

 

表 11-7-19 現地調査により確認された重要な底生動物（昆虫類を除く） 

No. 綱名 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 腹足綱 新生腹足目 ﾀﾆｼ科 ﾏﾙﾀﾆｼ    VU NT 

2  汎有肺目 ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ科 ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ    DD NT 

3  ｲｼｶﾞｲ目 ｲｼｶﾞｲ科 ﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ属の一種     NT※ 

合計 1 綱 3 目 3 科 3 種 0 種 0 種 0 種 2 種 3 種 

注）選定基準（選定基準番号）及びランクは表 11-7-3 に示すとおりである。 

※ ドブガイのランクを示す。幼貝の確認であり、同定が困難であったため、ドブガイ属の一種として重要

な種に選定した。 
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⑧ 陸産貝類 

a） 陸産貝類の生息状況 

現地調査の結果、表 11-7-20 に示すとおり、1目 12 科 25 種の陸産貝類が確認されました。 

確認された陸産貝類は、ナミコギセル、ナガオカモノアラガイ、ヒメカサキビ等でした。 

 

表 11-7-20 陸産貝類確認種一覧 

No. 目名 科名 種名 

調査時期 
重要 

な種 
R2 R3 

秋季 春季 夏季 

1 柄眼目 ｷｾﾙｶﾞｲ科 ﾅﾐｺｷﾞｾﾙ ○ ○ ○  

2   ｱﾌﾘｶﾏｲﾏｲ科 ﾄｸｻｵｶﾁｮｳｼﾞ ○ ○ ○  

3     ﾎｿｵｶﾁｮｳｼﾞ ○ ○ ○  

4     ｵｶﾁｮｳｼﾞ ○ ○ ○  

5  ｲｼﾉｼﾀ科 ﾉﾊﾗｲｼﾉｼﾀ ○      

6  ﾅﾒｸｼﾞ科 ﾅﾒｸｼﾞ ○ ○ ○  

7  ｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科 ﾅｶﾞｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ 

8    ﾋﾒｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ○ ○ ○  

9  ｼﾀﾗ科 ｶｻｷﾋﾞ   ○ ○  

10    ﾋﾒｶｻｷﾋﾞ   ○ ○ ○ 

11    ｵｵｳｴｷﾋﾞ ○ ○ ○ ○ 

12    ﾊﾘﾏｷﾋﾞ ○ ○ ○  

13    ｷﾋﾞｶﾞｲ ○      

14    ﾋﾒﾍﾞｯｺｳ ○ ○ ○  

15    ｳｽｲﾛｼﾀﾗ ○ ○ ○  

16    ｵｵｸﾗﾋﾒﾍﾞｯｺｳ     ○  

17  ﾍﾞｯｺｳﾏｲﾏｲ科 ｳﾗｼﾞﾛﾍﾞｯｺｳ ○ ○ ○  

18  ｺﾊｸｶﾞｲ科 ｺﾊｸｶﾞｲ ○ ○ ○  

19  ｴｿﾞｴﾝｻﾞ科 ﾋﾒｺﾊｸ ○ ○ ○  

20  ｺｳﾗﾅﾒｸｼﾞ科 ﾁｬｺｳﾗﾅﾒｸｼﾞ ○ ○ ○  

21  ﾉｺｳﾗﾅﾒｸｼﾞ科 ﾉﾊﾗﾅﾒｸｼﾞ ○ ○ ○  

22  ﾅﾝﾊﾞﾝﾏｲﾏｲ科 ｲｾﾉﾅﾐﾏｲﾏｲ ○ ○ ○  

23   ｵﾅｼﾞﾏｲﾏｲ ○ ○ ○  

24   ｺﾊｸｵﾅｼﾞﾏｲﾏｲ ○      

25   ｳｽｶﾜﾏｲﾏｲ ○ ○ ○  

合計 1 目 12 科 25 種 22 種 21 種 22 種 3 種 

注 1）分類、配列などは基本的に「令和 3 年度版 河川水辺の国勢調査のための生物リスト」（令和 3 年、国

土交通省）に準拠した。 

注 2）ナガオカモノアラガイについては、陸産貝類調査のほか、底生動物調査（令和元年夏季及び令和 3年冬

季）において確認された。 
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b） 重要な陸産貝類 

現地調査で確認された種のうち、重要な陸産貝類はナガオカモノアラガイ、ヒメカサキビ、オオ

ウエキビの 3種でした。 

現地調査で確認された重要な陸産貝類を表 11-7-21 に示します。 

 

表 11-7-21 現地調査により確認された重要な陸産貝類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 

① ② ③ ④ ⑤ 

1 柄眼目 ｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科 ﾅｶﾞｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ    NT NT 

2  ｼﾀﾗ科 ﾋﾒｶｻｷﾋﾞ    NT NT 

3   ｵｵｳｴｷﾋﾞ    DD  

合計 1 目 2 科 3 種 0 種 0 種 0 種 3 種 2 種 

注）選定基準（選定基準番号）及びランクは表 11-7-3 に示すとおりである。 
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2） 予測 

（1） 予測の手法 

① 予測手法 

動物の重要な種について、「道路環境影響評価の技術手法」に基づき、分布又は生息環境の改変

の程度を踏まえた解析により行いました。 

工事施工ヤード及び工事用道路等の設置位置、道路構造と重要な種の生息地の分布範囲から、生

息環境が消失・縮小する区間及び重要な種の移動経路が分断される区間並びにその程度を把握し

ました。なお、移動経路については鳥類を対象に検討しました。 

また、工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路の存在による対象種の生態を踏まえ

た生息環境の質的変化（道路照明及び水の濁り）の程度を把握しました。なお、道路照明による影

響は走行性のある昆虫類を対象に、水の濁りによる影響は河川に生息する鳥類、爬虫類、魚類及び

底生動物を対象に検討しました。 

次に、それらが重要な種等の生息に及ぼす影響の程度を、科学的知見や類似事例を参考に予測し

ました。 

予測手順を図 11-7-7 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「直接改変の影響の検討」及び「質的変化の影響の検討」を行い、より大きい生息環境への影響（A～D）

を予測結果とする。 

図 11-7-7 動物の予測手順  

 

直接改変の影響の検討 

工事施工ヤード及び工事用道路等の設置
位置、道路構造と重要な種の生息地の分布
範囲からの生息環境が消失・縮小する区間
（対象：全分類）及び重要な種の移動経路
が分断される区間（対象：鳥類）並びにそ
の程度の把握 

質的変化の影響の検討 

夜間照明（対象：走光性のある昆虫類）及

び水の濁り（対象：河川に生息する鳥類、

爬虫類、魚類、底生動物）による生息環境

の質的変化の程度の把握 

 

【予測手法】 

【予測結果】 

 

A：生息環境への影響

の程度が大きい 

B：生息環境への影響

がある 

C：生息環境への影響

は極めて小さい 

D：生息環境への影響

はない 

【直接改変の影響】 

・生息環境の大部分が

消失する 

・移動経路（移動空間）

の大部分が分断さ

れる 

【直接改変の影響】 

・限られた生息環境が

縮小する 

・限られた移動経路

（移動空間）が分断

される 

【直接改変の影響】 

・生息環境の改変はほ

とんど生じない 

・移動経路（移動空間）

が確保される 

【直接改変の影響】 

・生息環境の改変は生

じない 

・移動経路（移動空間）

の分断は生じない 

【質的変化の影響】 

・夜間照明及び水の濁

りにより生息環境

が質的に大きく変

化する 

【質的変化の影響】 

・夜間照明及び水の濁

りにより生息環境

が質的に変化する 

【質的変化の影響】 

・夜間照明及び水の濁

りによる生息環境

への質的変化はほ

とんど生じない 

【質的変化の影響】 

・夜間照明及び水の濁

りによる生息環境

への質的変化は生

じない 
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② 予測地域 

予測地域は、調査地域のうち、動物の生息の特性を踏まえて、重要な種に係る環境影響が考えら

れる地域としました。 

 

 

③ 予測対象時期等 

予測の対象時期は、事業特性及び動物の生態的特性を踏まえ、影響が最大になるおそれのある時

期等としました。 

具体的には、工事用道路の建設工事や工事施工ヤードの整備等、現状の土地を改変する段階から

の工事実施時期、並びに道路施設が完成・供用する時期としました。 
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④ 予測対象種の選定 

予測対象種は、現地調査により事業実施区域及びその周辺で生息が確認された重要な種を選定

しました。 

予測対象とした重要な種は表 11-7-22(1)～(2)に示すとおりで、哺乳類は 1種、鳥類は 10 種、

爬虫類は 2 種、両生類は 2 種、魚類は 6 種、昆虫類は 8 種、底生動物は 3 種、陸産貝類は 3 種で

す。 

 

表 11-7-22(1) 予測対象種 

No. 分類 目名 科名 種名 確認位置及び個体数 

1 哺乳類 ﾈｽﾞﾐ目(齧歯目) ﾈｽﾞﾐ科 ﾎﾝｼｭｳｶﾔﾈｽﾞﾐ 事業実施区域外 3箇所球巣 3個 

1 鳥類 ﾍﾟﾘｶﾝ目 ｻｷﾞ科 ﾁｭｳｻｷﾞ 
事業実施区域内 7箇所 21 個体、 

事業実施区域外 15 箇所 23 個体 

2  ﾂﾙ目 ｸｲﾅ科 ｸｲﾅ 事業実施区域外 1箇所 1個体 

3    ﾊﾞﾝ 事業実施区域内 1箇所 1個体 

4  ｶｯｺｳ目 ｶｯｺｳ科 ｼﾞｭｳｲﾁ 事業実施区域外 1箇所 1個体 

5  ﾁﾄﾞﾘ目 ﾁﾄﾞﾘ科 ｹﾘ 

事業実施区域内 15 箇所 34 個体 

事業実施区域内外 9箇所 23 個体 

事業実施区域外 62 箇所 120 個体 

6    ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ 
事業実施区域内 1箇所 1個体 

事業実施区域外 1箇所 1個体 

7  ﾀｶ目 ﾀｶ科 ﾊｲﾀｶ 事業実施区域内外 2箇所 2個体 

8    ｵｵﾀｶ 事業実施区域内外 2箇所 2個体 

9  ﾊﾔﾌﾞｻ目 ﾊﾔﾌﾞｻ科 ﾊﾔﾌﾞｻ 事業実施区域外 1箇所 1個体 

10  ｽｽﾞﾒ目 ﾑｼｸｲ科 ｵｵﾑｼｸｲ 
事業実施区域内 1箇所 1個体 

事業実施区域外 1箇所 1個体 

1 爬虫類 ｶﾒ目 ｲｼｶﾞﾒ科 ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒ 事業実施区域外 1箇所 1個体 

2    ｽｯﾎﾟﾝ科 ﾆﾎﾝｽｯﾎﾟﾝ 事業実施区域外 2箇所 2個体 

1 両生類 無尾目 ｱｶｶﾞｴﾙ科 ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ 
事業実施区域外 10 箇所 109 個体・ 

鳴き声 5箇所 

2    ﾅｺﾞﾔﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ 

事業実施区域内 10 箇所 15 個体・ 

鳴き声 5箇所 

事業実施区域内外鳴き声 4箇所 

事業実施区域外 54 箇所 225 個体・ 

鳴き声 52 箇所 

1 魚類 ｺｲ目 ｺｲ科 ﾀﾋﾞﾗ類 事業実施区域外 1箇所 1個体 

2    ｶﾜﾋｶﾞｲ 事業実施区域外 1箇所 1個体 

3    ｾﾞｾﾞﾗ 事業実施区域外 2箇所 2個体 

4    ｲﾄﾓﾛｺ 事業実施区域外 1箇所 4個体 

5   ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾄﾞｼﾞｮｳ 
事業実施区域内 2箇所 2個体 

事業実施区域外 2箇所 2個体 

6  ﾀﾞﾂ目 ﾒﾀﾞｶ科 ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ 

事業実施区域内 18 箇所 555 個体 

事業実施区域内外 3箇所 281 個体 

事業実施区域外 41 箇所 987 個体 
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表 11-7-22(2) 予測対象種 

No. 分類 目名 科名 種名 確認位置及び個体数 

1 昆虫類 ﾄﾝﾎﾞ目(蜻蛉目) ﾄﾝﾎﾞ科 ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ 事業実施区域外 1箇所 1個体 

2  
ﾁｮｳ目(鱗翅目) 

ｽｶｼﾊﾞｶﾞ科 ｱｼﾅｶﾞﾓﾓﾌﾞﾄｽｶｼﾊﾞ 
事業実施区域内 1箇所 1個体 

事業実施区域外 1箇所 3個体 

3  ﾔｶﾞ科 ｷﾞﾝﾓﾝｱｶﾖﾄｳ 事業実施区域内 1箇所 1個体 

4  
ｺｳﾁｭｳ目(鞘翅目) 

ｶﾞﾑｼ科 ｺｶﾞﾑｼ 
事業実施区域内 2箇所 2個体 

事業実施区域外 4箇所 4個体 

5  ﾊﾑｼ科 ｷｵﾋﾞｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ 事業実施区域外 1箇所 1個体 

6  
ﾊﾁ目(膜翅目) 

ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ科 ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ 
事業実施区域内 4箇所 4個体 

事業実施区域外 3箇所 4個体 

7  ｸﾓﾊﾞﾁ科 ｱｵｽｼﾞｸﾓﾊﾞﾁ 事業実施区域内 1箇所 1個体 

8  ﾄﾞﾛﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ科 ｷｱｼﾊﾅﾀﾞｶﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ 事業実施区域外 1箇所 1個体 

1 
底生 

動物 
新生腹足目 ﾀﾆｼ ﾏﾙﾀﾆｼ 

事業実施区域内 1箇所 1個体 

事業実施区域外 1箇所 1個体 

2 汎有肺目 ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ 事業実施区域外 3箇所 4個体 

3 ｲｼｶﾞｲ目 ｲｼｶﾞｲ ﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ属の一種 事業実施区域内 1箇所 1個体 

1 

陸産 

貝類 

柄眼目 

ｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科 ﾅｶﾞｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 

事業実施区域内 17 箇所 123 個体 

事業実施区域内外 1箇所 68 個体 

事業実施区域外 32 箇所 163 個体 

2  ｼﾀﾗ科 ﾋﾒｶｻｷﾋﾞ 事業実施区域外 2箇所 2個体 

3   ｵｵｳｴｷﾋﾞ 事業実施区域外 6箇所 6個体 

  



11-7-55 

 

（2） 予測の結果 

① 予測結果の概要 

重要な種の予測結果の概要は表 11-7-23(1)～(8)に示すとおりです。 

生息環境への影響については、図 11-7-7 の手順により、以下のように整理しました。 

A：生息環境への影響の程度が大きい    

B：生息環境への影響がある        

C：生息環境への影響の程度は極めて小さい 

D：生息環境への影響がない        

 

表 11-7-23(1) 重要な種の予測結果概要（哺乳類） 

分
類 

№ 種 名 主な生息環境 

確認位置(事業実施区域 

との位置関係) 

確認位置の 

改変状況 

生息環境 

への影響 

区域内 区域外 

改変 

の 

有無 

主な 

道路 

構造 

工
事
中 

供
用
後 

哺
乳
類 

1 ﾎﾝｼｭｳｶﾔﾈｽﾞﾐ 農耕地（畑、水田）  ○ 無  C C 

 

表 11-7-23(2) 重要な種の予測結果概要（鳥類） 

分
類 

№ 種 名 主な生息環境 

確認位置(事業実施区域 

との位置関係) 

確認位置の 

改変状況 

生息環境 

への影響 

区域内 区域外 

改変 

の 

有無 

主な 

道路 

構造 

工
事
中 

供
用
後 

鳥
類 

1 ﾁｭｳｻｷﾞ 
農耕地（畑、水田）、 

河川 
○ ○ 無  C C 

 2 ｸｲﾅ 
農耕地（水田）、 

河川 
 ○ 無  C C 

 3 ﾊﾞﾝ 
農耕地（水田）、 

河川 
○  無  C C 

 4 ｼﾞｭｳｲﾁ 社寺林等の樹林地  ○ 無  D C 

 5 ｹﾘ 農耕地（畑、水田） ○ ○ 有 高架構造 C C 

 6 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ 河川 ○ ○ 無  C C 

 7 ﾊｲﾀｶ 農耕地（畑、水田） ○ ○ 無  C C 

 8 ｵｵﾀｶ 農耕地（畑、水田） ○ ○ 有 高架構造 C C 

 9 ﾊﾔﾌﾞｻ 農耕地（畑、水田）  ○ 無  C C 

 10 ｵｵﾑｼｸｲ 社寺林等の樹林地 ○ ○ 無  D C 
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表 11-7-23(3) 重要な種の予測結果概要（爬虫類） 

分
類 

№ 種 名 主な生息環境 

確認位置(事業実施区域 

との位置関係) 

確認位置の 

改変状況 

生息環境 

への影響 

区域内 区域外 

改変 

の 

有無 

主な 

道路 

構造 

工
事
中 

供
用
後 

爬
虫
類 

1 ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒ 河川  ○ 無  C D 

2 ﾆﾎﾝｽｯﾎﾟﾝ 河川  ○ 無  C D 

 

 

表 11-7-23(4) 重要な種の予測結果概要（両生類） 

分
類 

№ 種 名 主な生息環境 

確認位置(事業実施区域 

との位置関係) 

確認位置の 

改変状況 

生息環境 

への影響 

区域内 区域外 

改変 

の 

有無 

主な 

道路 

構造 

工
事
中 

供
用
後 

両
生
類 

1 ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ 農耕地（水田）  ○ 無  C C 

2 ﾅｺﾞﾔﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ 農耕地（水田） ○ ○ 無  C C 

 

 

表 11-7-23(5) 重要な種の予測結果概要（魚類） 

分
類 

№ 種 名 主な生息環境 

確認位置(事業実施区域 

との位置関係) 

確認位置の 

改変状況 

生息環境 

への影響 

区域内 区域外 

改変 

の 

有無 

主な 

道路 

構造 

工
事
中 

供
用
後 

魚
類 1 ﾀﾋﾞﾗ類 河川  ○ 無  C D 

2 ｶﾜﾋｶﾞｲ 河川  ○ 無  C D 

3 ｾﾞｾﾞﾗ 河川  ○ 無  C D 

4 ｲﾄﾓﾛｺ 河川  ○ 無  C D 

5 ﾄﾞｼﾞｮｳ 河川 ○ ○ 無  C D 

6 ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ 河川 ○ ○ 無  C D 
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表 11-7-23(6) 重要な種の予測結果概要（昆虫類） 

分
類 

№ 種 名 主な生息環境 

確認位置(事業実施区域 

との位置関係) 

確認位置の 

改変状況 

生息環境 

への影響 

区域内 区域外 

改変 

の 

有無 

主な 

道路 

構造 

工
事
中 

供
用
後 

昆
虫
類 

1 ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ 農耕地（水田）  ○ 無  C C 

2 
ｱｼﾅｶﾞﾓﾓﾌﾞﾄｽｶ

ｼﾊﾞ 
農耕地（水田） ○ ○ 無  C C 

3 ｷﾞﾝﾓﾝｱｶﾖﾄｳ 河川沿いの草地 ○  無  C C 

4 ｺｶﾞﾑｼ 農耕地（水田） ○ ○ 有 高架構造 C C 

5 
ｷｵﾋﾞｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑ

ｼ 

農耕地（水田）や河川

沿いの草地 
 ○ 無  C C 

6 ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ 農耕地（畑、水田） ○ ○ 無  C C 

7 ｱｵｽｼﾞｸﾓﾊﾞﾁ 
農耕地（水田）や河川

沿いの草地 
○  無  C C 

8 
ｷｱｼﾊﾅﾀﾞｶﾊﾞﾁﾓ

ﾄﾞｷ 

農耕地（水田）や河川

沿いの草地 
 ○ 無  C C 

 

 

表 11-7-23(7) 重要な種の予測結果概要（底生動物） 

分
類 

№ 種 名 主な生息環境 

確認位置(事業実施区域 

との位置関係) 

確認位置の 

改変状況 

生息環境 

への影響 

区域内 区域外 

改変 

の 

有無 

主な 

道路 

構造 

工
事
中 

供
用
後 

底
生
動
物 

1 ﾏﾙﾀﾆｼ 河川 ○ ○ 無  C D 

2 ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ 
農耕地（水田）、 

河川 
 ○ 無  C C 

3 
ﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ属の

一種 
河川 ○  無  C D 
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表 11-7-23(8) 重要な種の予測結果概要（陸産貝類） 

分
類 

№ 種 名 主な生息環境 

確認位置(事業実施区域 

との位置関係) 

確認位置の 

改変状況 

生息環境 

への影響 

区域内 区域外 

改変 

の 

有無 

主な 

道路構造 

工
事
中 

供
用
後 

陸
産
貝
類 

1 ﾅｶﾞｵｶﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 
農耕地（水田）、 

河川沿いの草地 
○ ○ 無  C C 

2 ﾋﾒｶｻｷﾋﾞ 社寺林等の樹林地  ○ 無  D D 

3 ｵｵｳｴｷﾋﾞ 社寺林等の樹林地  ○ 無  D D 
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② 予測結果 

 

a） 哺乳類 

予測地域に生息すると考えられる重要な哺乳類の予測結果は、表 11-7-24 に示すとおりです。 

 

 

表 11-7-24 重要な哺乳類の予測結果（ホンシュウカヤネズミ） 

項 目 内 容 

生態 

・石川・福島県以南の本州、四国、九州とその属島に広く分布する。 

・低地から標高 1,200m 付近までの山地に分布する。低地の草地に多い。 

・草本の茎葉、種子、果実、昆虫などを食べる。 

・春から秋にかけてイネ科草本やススキのような草本の茎の途中に植物の葉

を細切したものを編み上げた球巣をつくり、産仔や育仔を球巣中でおこな

う。1回に 2～8仔を産む。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 農耕地（畑、水田）において 3箇所で球巣 3個が確認されました。 

確認時期 R3 冬季、春季 

確認位置 事業実施区域外 3箇所球巣 3個 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（畑、水田）と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

 

  



11-7-60 

 

b） 鳥類 

予測地域に生息すると考えられる重要な鳥類の予測結果は、表 11-7-25(1)～(10)に示すとおり

です。 

 

 

表 11-7-25(1) 重要な鳥類の予測結果（チュウサギ） 

項 目 内 容 

生態 

・本州以南に夏鳥として生息し、冬には南方に渡る。 

・低地の水辺やそれに続く草地に生息する。 

・水辺の草むらや水田で主に昆虫類、そのほか両生・爬虫類、魚類等を食べる。 

・4～8月に樹上に巣をつくり、コロニーで繁殖する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 
農耕地（畑、水田）、河川において 22 箇所で 44 個体が確認されま

した。 

確認時期 H31/R1 春季、夏季、秋季、R3 春季、夏季 

確認位置 
事業実施区域内 7箇所 21 個体 

事業実施区域外 15 箇所 23 個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。また、工事による濁水は適

切に措置した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工

事の実施による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられ

ます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地する商業施設等や集落のま

とまりと比較して突出した高さ及び幅員ではないことから、本種の移動空間は

確保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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表 11-7-25(2) 重要な鳥類の予測結果（クイナ） 

項 目 内 容 

生態 

・本州、四国、九州、南西諸島では冬期に生息する。 
・干潟の河口付近、埋立地や干拓地の池沼や水路、湿田、河川下流部の河川敷、

平野や標高の低い丘陵地、山麓などにある池沼のヨシ原や湿地に生息する。 
・単独または数羽で生息し、昆虫、甲殻類、軟体動物、小魚などのほか、植物

の実や種子などを食べる。 
・北海道と本州北部で繁殖する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 R3 冬季 

確認位置 事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。また、工事による濁水は適

切に措置した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工

事の実施による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられ

ます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地する商業施設等や集落のま

とまりと比較して突出した高さ及び幅員ではないことから、本種の移動空間は

確保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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表 11-7-25(3) 重要な鳥類の予測結果（バン） 

項 目 内 容 

生態 

・国内全域に生息して繁殖するが、北部では数が少ない。本州中部以北では主
に夏鳥であるがそれより南では留鳥である。関東や中部の太平洋沿岸では、
越冬する個体もいる。 

・主に平地や沿岸部、丘陵地の池沼、水路、河川のヨシ原や水田などに生息し
て繁殖する。 

・食性は昆虫や小魚、両生類などの他に、水草などの植物も食べる雑食である。 
・ヨシやガマなどの水草に、茎や葉などを絡めて巣を作る。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 農耕地（畑、水田）において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 H31/R1 夏季 

確認位置 事業実施区域内 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び

工事用道路等の設置

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。また、工事による濁水は適

切に措置した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工

事の実施による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられ

ます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地する商業施設等や集落のま

とまりと比較して突出した高さ及び幅員ではないことから、本種の移動空間は

確保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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表 11-7-25(4) 重要な鳥類の予測結果（ジュウイチ） 

項 目 内 容 

生態 

・夏期に北海道、本州、四国、九州に飛来する。 
・広葉樹林や針広混交林に生息する。愛知県内における托卵先のコマドリは標

高 1,000m 程度以上、コルリは 700m 程度以上に生息することで、本種の多く
は同じ標高に生息する。 

・樹上で昆虫類などを捕らえる。 
・コルリ、オオルリ、コマドリなどに託卵して繁殖する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 社寺林において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 R3 春季 

確認位置 事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、社寺林等の樹林地と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地する商業施設等や集落のま

とまりと比較して突出した高さ及び幅員ではないことから、本種の移動空間は

確保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

 

表 11-7-25(5) 重要な鳥類の予測結果（ケリ） 

項 目 内 容 

生態 

・全国的に観察され、九州以北から本州にかけて繁殖するが局地的である。本
州北部の個体は夏鳥として渡来する。 

・草原、広い川原、水田、畑などに生息する。 
・地上で昆虫やカエルなどの主に動物質の餌をとる。 
・繁殖期は 3月から 6月。耕作地、休耕地、放棄水田、河川敷、草地を利用し

て繁殖する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 
農耕地（畑、水田）、市街地等において 86 箇所で 177 個体が確認

されました。 

確認時期 H31/R1 冬季、春季、夏季、秋季、R2秋季、R3 冬季、春季、夏季 

確認位置 

事業実施区域内 15 箇所 34 個体 

事業実施区域内外 9箇所 23 個体 

事業実施区域外 62 箇所 120 個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（畑、水田）と考えられます。 

工事施工ヤード及び

工事用道路等の設置

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地する商業施設等や集落のま

とまりと比較して突出した高さ及び幅員ではないことから、本種の移動空間は

確保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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表 11-7-25(6) 重要な鳥類の予測結果（イカルチドリ） 

項 目 内 容 

生態 

・全国的に記録があるが、繁殖は本州と四国に限られている。 
・河川中下流域の砂礫地に生息し繁殖する。非繁殖期は河川下流域や沿岸部、

平野部の水路、水の少ない池沼などでも見られる。 
・餌は主に動物質で昆虫類を多く捕食する。 
・砂礫地やまばらに草の生えた地上に浅いくぼみを作り、小石や枯草などを敷

いて営巣する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 2箇所で 2個体が確認されました。 

確認時期 R3 冬季 

確認位置 
事業実施区域内 1箇所 1個体 

事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び

工事用道路等の設置

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置

した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施

による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地する商業施設等や集落のま

とまりと比較して突出した高さ及び幅員ではないことから、本種の移動空間は

確保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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表 11-7-25(7) 重要な鳥類の予測結果（ハイタカ） 

項 目 内 容 

生態 

・日本では留鳥または漂鳥として北海道から四国で繁殖する。 
・低山から山地の森林に広く分布する。冬期は全国的に見られる。 
・主な餌は、小型鳥類である。 
・アカマツやカラマツなどの針葉樹に巣をかけ、4～5卵の卵を産む。営巣環境

としては、林内空間の閉じた若齢林を好む。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 農耕地（畑、水田）において 2箇所で 2個体が確認されました。 

確認時期 R2 秋季 

確認位置 事業実施区域内外 2箇所 2個体 

生息環境の分布状況 

本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、越冬や渡り途中の個体が採食環境として利用する農耕地（畑、水

田）と考えられます。なお、調査地域において本種の営巣地は確認されていま

せん。 

工事施工ヤード及び

工事用道路等の設置

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地する商業施設等や集落のま

とまりと比較して突出した高さ及び幅員ではないことから、本種の移動空間は

確保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

 

表 11-7-25(8) 重要な鳥類の予測結果（オオタカ） 

項 目 内 容 

生態 

・日本では留鳥または漂烏として北海道から九州で繁殖する。 
・低地から山地の森林に広く生息するが、主な生息地は水田や畑と森林が混在

する低地から丘陵地である。 
・中・小型の鳥やヘビ、リスなどを捕食する。 
・巣はアカマツやスギなどの地上 7～20m ほどの位置にかけられる。造巣求愛

期は 2～3月、4月に産卵し、6～7月に雛が巣立つ。巣立ち雛数は 2～3羽の
ことが多い。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 農耕地（畑、水田）において 2箇所で 2個体が確認されました。 
確認時期 H31/R1 秋季、R2 秋季 
確認位置 事業実施区域内外 2箇所 2個体 

生息環境の分布状況 

本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、採食環境の一部として利用する農耕地（畑、水田）と考えられま

す。なお、調査地域において本種の営巣地は確認されていません。 

工事施工ヤード及び

工事用道路等の設置

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地する商業施設等や集落のま

とまりと比較して突出した高さ及び幅員ではないことから、本種の移動空間は

確保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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表 11-7-25(9) 重要な鳥類の予測結果（ハヤブサ） 

項 目 内 容 

生態 

・北海道から九州まで留鳥として生息する。 
・主に海岸や河川流域などの開けた環境にある断崖や岩場に生息するが、冬期

には越冬個体などが中・小型の鳥類が集まる河口や河川流域、湖沼付近を狩
場として高頻度で利用する。 

・中・小型の鳥類を高速で飛行して捕食する。 
・生息に適した場所に通年、縄張りを占有し、2月頃から求愛飛行などの繁殖

行動を始める。3～4 月に縄張り内の断崖や岩場のオーバーハングした岩棚
や穴に、巣を造らずに直に 3～4個の卵を産む。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 農耕地（畑、水田）において 1箇所で 1個体が確認されました。 
確認時期 R2 秋季 
確認位置 事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 

本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、採食環境の一部として利用する農耕地（畑、水田）と考えられま

す。なお、調査地域において本種の営巣地は確認されていません。 

工事施工ヤード及び

工事用道路等の設置

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地する商業施設等や集落のま

とまりと比較して突出した高さ及び幅員ではないことから、本種の移動空間は

確保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

 

表 11-7-25(10) 重要な鳥類の予測結果（オオムシクイ） 

項 目 内 容 

生態 

・北海道から本州、四国、九州、琉球諸島、大東諸島等全国で渡り途中の個体
の記録がある。 

・国内の主な生息環境は、亜高山帯の針広混交林や森林限界より上のハイマツ
帯である。 

・樹木の下枝から下枝へ移り伝わりながら葉や枝の下側に飛びついて、周辺を
飛んでいる虫や止まっている虫をくわえとる。 

・国内では北海道知床半島の山岳、標高 1,000～1,500m 付近と千島列島南部の
みで繁殖する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 社寺林等において 2箇所で 2個体が確認されました。 

確認時期 H31/R1 春季、R3 春季 

確認位置 
事業実施区域内 1箇所 1個体 

事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、社寺林等の樹林地と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

また、対象道路の路面高及び幅員は、周辺に立地する商業施設等や集落のま

とまりと比較して突出した高さ及び幅員ではないことから、本種の移動空間は

確保されるものと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。   
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c） 爬虫類 

予測地域に生息すると考えられる重要な爬虫類の予測結果は、表 11-7-26(1)～(2)に示すとお

りです。 
 

表 11-7-26(1) 重要な爬虫類の予測結果（ニホンイシガメ） 

項 目 内 容 

生態 

・国内では、本州の中部から西部にかけての地域、四国、九州に分布する。 

・山間、丘陵の河川周辺や低湿地、湖沼及び水田周辺に生息する。川の水底の

落ち葉などの堆積物の下や岩の割れ目、あるいは川の岸辺の浸食された横穴

や、池沼の水底で越冬する。 

・雑食性で植物質、動物質を広く食する。 

・秋から春にかけて水中で交尾し、6～8月に産卵する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 R1 春季 

確認位置 事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置

した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施

による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 

 

表 11-7-26(2) 重要な爬虫類の予測結果（ニホンスッポン） 

項 目 内 容 

生態 

・北海道を除く日本本土と周辺の離島に分布。 

・中・下流域の底が砂泥質の河川、池、沼等に生息する。 

・小魚、水生昆虫、貝類などの動物質を食べる。 

・6～8月に 8個～50 個の卵も産卵する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 2箇所で 2個体が確認されました。 

確認時期 R1 夏季、R3 夏季 

確認位置 事業実施区域外 2箇所 2個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置

した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施

による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。   
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d） 両生類 

予測地域に生息すると考えられる重要な両生類の予測結果は、表 11-7-27(1)～(2)に示すとお

りです。 

 

 

表 11-7-27(1) 重要な両生類の予測結果（トノサマガエル） 

項 目 内 容 

生態 

・本州から四国、九州地方にかけての広い範囲に分布する。 

・水田をおもな生息地とするが、池沼や河川などにも見られる。 

・クモ、昆虫、ムカデなどの他に、カエルをも捕食する。 

・主に水田が大きな繁殖場所であるが、河川敷の水たまりや小さな池などでも

産卵する。繁殖期は 4～6 月だが、一繁殖集団による繁殖ピークは非常に短

く、一週間ほどでほぼ終了する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 
農耕地（主に水田）等において 10 箇所で 109 個体、5箇所で鳴き声

が確認されました。 

確認時期 R1 夏季、R3 春季、夏季 

確認位置 事業実施区域外 10 箇所 109 個体・鳴き声 5箇所 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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表 11-7-27(2) 重要な両生類の予測結果（ナゴヤダルマガエル） 

項 目 内 容 

生態 

・本州の中部地方南部、東海、近畿地方中部、山陽地方東部と四国地方の一部

に分布する。 

・ほとんど水辺から離れず、繁殖期、非繁殖期ともに低地湿原、低湿地帯の水

田、その畔と農道、側溝、用水路、小河川で生活する。 

・クモ、昆虫、ムカデなど、各種の無脊椎動物の他、カエルも捕食する。 

・成体は春から秋にかけて活動を行い、4月下旬～7月中旬にかけて繁殖する。

繁殖場所は水田が普通で、その他、溝、浅い池、活など、いずれも浅い止水

が利用される。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 
農耕地（主に水田）等において 64 箇所で 240 個体、61 箇所で鳴き

声が確認されました。 

確認時期 R1 春季、夏季、R3 春季、夏季 

確認位置 

事業実施区域内 10 箇所 15 個体・鳴き声 5箇所 

事業実施区域内外鳴き声 4箇所 

事業実施区域外 54 箇所 225 個体・鳴き声 52 箇所 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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e） 魚類 

予測地域に生息すると考えられる重要な魚類の予測結果は、表 11-7-28(1)～(6)に示すとおり

です。 

 

 

表 11-7-28(1) 重要な魚類の予測結果（タビラ類） 

項 目 内 容 

生態 

・濃尾平野を中心とする伊勢湾周辺域と琵琶湖淀川水系から広島県芦田川まで

の近畿・山陽地方の瀬戸内周辺域に分布。 

・砂礫底の河川並びに湖沼に生息。 

・仔魚期においてはワムシ類といった動物プランクトンを捕食するが、成長に

ともない付着藻類食に移行する。 

・産卵期は 4月下旬～7月上旬。メスはイシガイ科の二枚貝に産卵する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 R2 秋季 

確認位置 事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路は

既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による本

種の主な生息環境の改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置し

た上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施に

よる本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による本

種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 

注）シロヒレタビラの生態を示す。 
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表 11-7-28(2) 重要な魚類の予測結果（カワヒガイ） 

項 目 内 容 

生態 

・濃尾平野、琵琶湖の流入河川、京都盆地、山口県を除く山陽地方、九州地方

北西部、長崎県壱岐島に分布する。 

・河川とそれに連なる水路の流れの緩やかな砂底、または砂礫底に生息する。 

・雑食性で水生昆虫や小型巻貝、付着藻類などを食べる 

・5～7月に二枚貝の外套腔内に産卵する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 R2 秋季 

確認位置 事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び

工事用道路等の設置

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置

した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施

による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 

 

表 11-7-28(3) 重要な魚類の予測結果（ゼゼラ） 

項 目 内 容 

生態 

・濃尾平野、琵琶湖・淀川水系、山陽地方、九州地方北部に不連続分布する。 

・湖沼（琵琶湖）および河川本流の中下流域に生息する。水量が多く、水深の

ある砂底から砂泥底を好む。 

・底生付着藻類を中心とした雑食性。 

・繁殖期は 4月中旬～7月上旬で、河川本流や支流の抽水植物の根などに産卵

する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 2箇所で 2個体が確認されました。 

確認時期 R2 秋季、R3 夏季 

確認位置 事業実施区域外 2箇所 2個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置

した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施

による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 
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表 11-7-28(4) 重要な魚類の予測結果（イトモロコ） 

項 目 内 容 

生態 

・愛知県以西の本州、四国、九州に分布する。 

・河川の中・下流域や、水路の流れの緩やかな砂底・砂礫底を好む。転石や流

木等、隠れ場所の多い環境を好み、川底近くを群泳する。 

・雑食性で底生動物や付着藻類等を食べる。 

・産卵期は 5～6月で、砂泥底に産卵する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 1箇所で 4個体が確認されました。 

確認時期 R2 秋季 

確認位置 事業実施区域外 1箇所 4個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置

した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施

による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 

 

表 11-7-28(5) 重要な魚類の予測結果（ドジョウ） 

項 目 内 容 

生態 

・日本各地、中国大陸・台湾島・朝鮮半島に分布する。 

・平野部を中心に、河川緩流域やワンド、水路、浅い池沼の泥底または砂泥底、

水田、湿地に生息する。 

・雑食性で、主にユスリカ幼虫などの水生昆虫を捕食する。 

・初夏に水田など浅い湿地に進入して産卵する。産卵は夜間に行われ、卵は泥

上にばらまかれる。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 4箇所で 4個体が確認されました。 

確認時期 R1 春季、夏季、R3 夏季 

確認位置 
事業実施区域内 2箇所 2個体 

事業実施区域外 2箇所 2個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置

した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施

による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 
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表 11-7-28(6) 重要な魚類の予測結果（ミナミメダカ） 

項 目 内 容 

生態 

・京都府以西（日本海側）、岩手県以南（太平洋側）の本州、四国、九州、沖

縄県。 

・平野部の河川、池沼、水田、用水路、塩性湿地など、止水域あるいは流れが

緩やかで、水草が繁茂する場所を好む。 

・雑食性で、動物プランクトンなどを捕食する。 

・産卵期は 5〜9 月で、卵は水草などに付着させるが、しばらく雌の腹部に付

着させたまま泳ぐことも多い。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 62 箇所で多数確認されました。 

確認時期 R1 春季、夏季、秋季、R2 秋季、R3 春季、夏季 

確認位置 

事業実施区域内 18 箇所 555 個体 

事業実施区域内外 3箇所 281 個体 

事業実施区域外 41 箇所 987 個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置

した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施

による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 
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f） 昆虫類 

予測地域に生息すると考えられる重要な昆虫類の予測結果は、表 11-7-29(1)～(8)に示すとお

りです。 

 

 

表 11-7-29(1) 重要な昆虫類の予測結果（ノシメトンボ） 

項 目 内 容 

生態 

・北海道から九州地方にかけて分布する。 

・成熟成虫は、水田や湿地、池沼周辺で見られる。未熟成虫は、発生地を離れ

る個体もおり、市街地付近では神社林などで摂食しながら過ごすこともあ

る。幼虫は、水田のような比較的浅い水域に生息していることが多い。 

・幼虫・成虫とも肉食。 

・成虫は 6 月頃より羽化し、秋になると生殖行動が見られる。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 農耕地（畑、水田）において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 R2 秋季 

確認位置 事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

 

 

表 11-7-29(2) 重要な昆虫類の予測結果（アシナガモモブトスカシバ） 

項 目 内 容 

生態 

・本州、四国、中国に分布する。 

・ゴキヅル（ウリ科）の生える水辺。 

・食草はゴキヅル（ウリ科）が知られる。 

・昼行性で、年 2化、6～10 月に連続して出現する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 樹林地において 2箇所で 4個体が確認されました。 

確認時期 H31/R1 夏季、秋季 

確認位置 
事業実施区域内 1箇所 1個体 

事業実施区域外 1箇所 3個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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表 11-7-29(3) 重要な昆虫類の予測結果（ギンモンアカヨトウ） 

項 目 内 容 

生態 

・北海道、本州、四国、九州に分布する。 

・低湿地、河川敷、火山性草原を生息環境とする。 

・食草はヤナギタデ（タデ科）が知られる。 

・4～9月に出現する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川沿いの草地において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 H31/R1 春季 

確認位置 事業実施区域内 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川沿いの草地と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

 

 

表 11-7-29(4) 重要な昆虫類の予測結果（コガムシ） 

項 目 内 容 

生態 

・北海道、本州、西国、九州、対馬に分布する。 

・低地の池、沼、湿地、放棄水田などに生息する。 

・水田や河川敷の水たまりなど不安定な止水域で繁殖をするが、ため池など安

定した水域では繁殖しない。成虫は灯火に飛来する。 

・成虫は水草を食べ、幼虫は肉食性。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 農耕地（主に水田）において 6箇所で 6個体が確認されました。 

確認時期 H31/R1 春季、夏季、R2秋季、R3 春季、夏季 

確認位置 
事業実施区域内 2箇所 2個体 

事業実施区域外 4箇所 4個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

また、道路照明の設置にあたっては、事業実施段階において、ルーバー付照

明器具の採用による照明光の道路外への漏洩の抑制等の環境配慮を実施する

ことから、道路照明による走光性昆虫類への影響の低減が見込まれます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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表 11-7-29(5) 重要な昆虫類の予測結果（キオビクビボソハムシ） 

項 目 内 容 

生態 

・本州、四国、九州に分布する。 

・ツユクサの生育する河川の河原や公園などに生息する。 

・5月中旬から 6月中旬にかけてツユクサ葉浮腋部に産卵する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 農耕地（畑、水田）において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 R2 秋季 

確認位置 事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）や河川沿いの草地と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

 

 

表 11-7-29(6) 重要な昆虫類の予測結果（ヤマトアシナガバチ） 

項 目 内 容 

生態 

・本州、四回、九州、南西諸島に分布する。 

・平地、低山地に生息する。 

・革本の葉裏や樹木の細枝、時には人家の軒下、壁にも営巣する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 農耕地（畑、水田）等において 7箇所で 8個体が確認されました。 

確認時期 H31/R1 夏季、秋季、R2秋季、 

確認位置 
事業実施区域内 4箇所 4個体 

事業実施区域外 3箇所 4個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（畑、水田）と考えられます。 

工事施工ヤード及び

工事用道路等の設置

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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表 11-7-29(7) 重要な昆虫類の予測結果（アオスジクモバチ） 

項 目 内 容 

生態 

・本州、四国、九州に分布する日本国有種。 

・海浜や沿岸部の草地及び河川敷に生息する。 

・イソコモリグモなど徘徊性クモ類を狩る。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川沿いの草地において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 H31/R1 夏季 

確認位置 事業実施区域内 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）や河川沿いの草地と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

 

 

表 11-7-29(8) 重要な昆虫類の予測結果（キアシハナダカバチモドキ） 

項 目 内 容 

生態 

・本州、四国、九州に分布する。 

・砂浜海岸、砂質の河川敷に生息する。 

・幼虫の餌として、バッ夕、ササキリ等のバッタ目の成虫を狩る。 

・河川敷や海浜地帯の日当たりの良い裸地に営巣する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 農耕地（水田）において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 R3 夏季 

確認位置 事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）や河川沿いの草地と考えられます。 

工事施工ヤード及び

工事用道路等の設置

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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g） 底生動物 

予測地域に生息すると考えられる重要な底生動物の予測結果は、表 11-7-30(1)～(3)に示すと

おりです。 

 

 

表 11-7-30 (1) 重要な底生動物の予測結果（マルタニシ） 

項 目 内 容 

生態 

・北海道から琉球列島にかけて全国に分布する。 

・自然湖沼、湿原、ため池、水田などを主な生息環境としている。 

・雑食性で、底泥や水生植物などに付着している微小藻類やデトリタスなどを

摂餌する。 

・6月～8月頃、30 個あまりの稚貝を産出する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川や水路において 2箇所で 2個体が確認されました。 

確認時期 R1 夏季、R3 冬季 

確認位置 
事業実施区域内 1箇所 1個体 

事業実施区域外 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置

した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施

による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 
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表 11-7-30(2)  重要な底生動物の予測結果（ヒラマキミズマイマイ） 

項 目 内 容 

生態 

・日本、朝鮮半島、中国大陸、日本各地に分布する。 

・丘陵地や丘陵地近くの休耕田や里山的な環境内の湧水による水たまり、湿地

などに生息する。 

・主に植食性で、微小な藻類をやすりのような歯舌で削り取って摂餌する。 

・雌雄同体だが、精子と卵子の排出孔が別になっており、通常は他の個体と交

尾して卵を産む。卵はゼラチン質の卵塊として水草などに産みつけられる。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 3箇所で 4個体が確認されました。 

確認時期 R3 冬季、夏季 

確認位置 事業実施区域外 3箇所 4個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び

工事用道路等の設置

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。また、工事による濁水は適

切に措置した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工

事の実施による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられ

ます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

 

表 11-7-30(3)  重要な底生動物の予測結果（ドブガイ属の一種） 

項 目 内 容 

生態 

・国内では北海道から九州に分布する。 

・河川の下流域や平野部の用水路などの流れが緩やかで底質が砂泥底で比較

的水質の良い場所を生息場所とするほか平野部のため池などに生息する。 

・濾過食性で、水中の浮遊懸濁物質やピコプランクトンとよばれる微細藻類

（藍藻類などを）鰓で濾しとって摂餌する。 

・イシガイ科貝類はグロキディウム幼生の時期にヨシノボリのような底生淡

水魚類に寄生する。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 河川において 1箇所で 1個体が確認されました。 

確認時期 R1 冬季 

確認位置 事業実施区域内 1箇所 1個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、河川と考えられます。 

工事施工ヤード及び

工事用道路等の設置

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。また、工事による濁水は適切に措置

した上で排水することにより水の濁りを最小限に抑えられるため、工事の実施

による本種の生息環境への質的変化はほとんど生じないと考えられます。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 
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h） 陸産貝類 

予測地域に生息すると考えられる重要な陸産貝類の予測結果は、表 11-7-31(1)～(3)に示すと

おりです。 

 

 

表 11-7-31(1) 重要な陸産貝類の予測結果（ナガオカモノアラガイ） 

項 目 内 容 

生態 

・本州（主に関東以西）、四国、九州に分布する。 

・愛知県内での本種の確認地の環境は、水田周辺や小河川・水路周辺の主に雑

草地である。 

・産卵は 4月と 8月頃に 2回のピークがあると考えられ、春型（春季新規加入

群）と夏型（夏季新規加入群）は、それぞれ寿命が約半年と 1年で異なる生

活史を送る。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 
農耕地（畑、水田）や河川沿いの草地において 50 箇所で 354 個体

が確認されました。 

確認時期 R1 夏季、R2 秋季、R3 春季、夏季、冬季 

確認位置 

事業実施区域内 17 箇所 123 個体 

事業実施区域内外 1箇所 68 個体 

事業実施区域外 32 箇所 163 個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、農耕地（水田）、河川沿いの草地と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変はほとんど生じません。 

このため、本種の生息環境への影響は極めて小さいと予測されます。 
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表 11-7-31 (2) 重要な陸産貝類の予測結果（ヒメカサキビ） 

項 目 内 容 

生態 

・日本国内に広く分布し、主に本州、四国、九州に分布記録がある。 

・海岸林や低山地、山麓などの環境に生息する種である。スギ植林、広葉樹林

などの林床の落葉堆積下に生息する。常緑樹林の若干乾き気味の林床の落葉

堆積下にも見られる。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 社寺林において 2箇所で 2個体が確認されました。 

確認時期 R3 春季、夏季 

確認位置 事業実施区域外 2箇所 2個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、社寺林等の樹林地と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 

 

 

表 11-7-31 (3) 重要な陸産貝類の予測結果（オオウエキビ） 

項 目 内 容 

生態 

・本州から九州に分布する。 

・山麓地の湿った環境下に生息し、適度な湿度を保った腐葉土やリター層が豊

富な雑木林は、本種が生息するための好環境である。 

現地調査における 

確認状況 

確認状況 社寺林等において 6箇所で 6個体が確認されました。 

確認時期 R2 秋季、R3 春季、夏季 

確認位置 事業実施区域外 6箇所 6個体 

生息環境の分布状況 
本種の生態及び現地調査による確認状況から、調査地域における本種の主な

生息環境は、社寺林等の樹林地と考えられます。 

工事施工ヤード及び 

工事用道路等の設置 

による影響の予測 

工事施工ヤードは概ね国道 22 号の敷地内を利用するとともに、工事用道路

は既存の幹線道路を極力利用する計画としていることから、工事の実施による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 

道路の存在による 

影響の予測 

対象道路は既存の国道 22 号上に計画していることから、道路の存在による

本種の主な生息環境の改変は生じません。 

このため、本種の生息環境への影響はないと予測されます。 
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3） 環境保全措置の検討 

（1） 環境保全措置の検討の状況 

予測の結果、工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表式又は掘割式、嵩上式）

の存在に係る動物に関する影響はない又は極めて小さいと予測されることから、環境保全措置の

検討は行わないこととしました。 

 

 

4） 評価 

（1） 評価の手法 

① 回避又は低減に係る評価 

工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在に係

る動物に関する影響が、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は低減されてお

り、必要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされているかどうかに

ついて、見解を明らかにすることにより行いました。 

 

 

（2） 評価の結果 

① 回避又は低減に係る評価 

対象道路は、概ね国道 22 号上に整備されるため、概ね既存道路の敷地内で工事を実施するとと

もに、工事用車両の運行ルートは、既存の幹線道路を極力利用することで、動物の生息環境への影

響を抑えた計画としています。 

また、以下の事項に配慮することとしており、予測の結果、重要な哺乳類、鳥類、爬虫類、両生

類、魚類、昆虫類、底生動物及び陸産貝類への影響はない又は極めて小さいと予測されました。 

 

・水の濁りに配慮した施工として、土地の改変区域について、工区を細分化し全面裸地化を回避し、

水の濁りの発生を抑えるとともに、工事による濁水は適切に措置した上で排水することにより、河

川に生息する動物への影響の低減に努めます。 

・工事従事者への講習・指導として、工事区域外への立ち入りや重要な種の分布地等への立ち入りを

制限することにより、人為的な攪乱による動物への影響の低減に努めます。 

・走光性のある重要な種の生息環境となる水田等の近傍に設置する道路照明について、ルーバー付照

明器具の採用、照明光の波長や設置高さ等の配慮を行うことにより、照明光への誘引を抑え、走光

性のある昆虫類への影響の低減に努めます。 

 

これらのことから、工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置及び道路（地表式又は掘割式、嵩

上式）の存在に係る動物に関する影響は、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減

されていると評価します。 

 




